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平
成
24
年
度

　
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

本
年
度
の
各
会
計
予
算
が
市
議
会

第
１
回
定
例
会
で
可
決
し
ま
し
た
。

総
額
は
２
，
５
６
７
億
１
，
６
６
５

万
円
で
す
。
こ
こ
で
は
主
な
事
業
や

施
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く

は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
１
万
円
未
満
は
端
数

整
理
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
市
制
施
行
１
２
０
周
年

と
い
う
節
目
の
年
。
県
都
前
橋
再
生

に
向
け
、
新
し
い
価
値
観
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
、
全
力
で
市
政
運
営

に
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
行
財
政
改
革
を
積
極

的
に
推
進
し
、
本
市
ら
し
い
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
行
財

政
運
営
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
を

推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

　
財
政
課　

☎
８
９
８
―
６
５
４
２

歳入 (項目別)

主な歳入の特徴
●市税
昨年度実績などを基に見込んだ結果、全体で1.1%、5.6億円の減。

〈個人市民税〉給与所得などの落ち込みによる減と年少扶養控除廃止な
どによる増を勘案し、前年度に比べ1.0%の増。
〈法人市民税〉昨年度実績と景気動向などを勘案し、前年度に比べ5.2%
の減。
〈固定資産税〉地価の下落と評価替えによる減などで、前年度に比べ
5.6%の減。
〈事業所税〉中小企業者などに対する減免割合の拡大、平年度化した課
税実績などを勘案し、前年度に比べ62.4%の増。
●国庫支出金
子ども手当から児童手当への制度変更により、前年度に比べ7.5%の減。
●地方交付税
昨年度実績と地方財政計画の伸び率などを勘案し、前年度とほぼ同額。
●市債
全体では前年度に比べ4.7%、6.3億円の増。臨時財政対策債63.5億
円を除いた通常債では前年度に比べ1.1%、9,000万円の減。
●その他
県支出金は緊急雇用創出補助や安心こども基金補助などの減により、前 
年度に比べ3.2%の減。地方譲与税のうち、地方揮発油譲与税は3.9億 
円、自動車重量譲与税は9.5億円。繰入金は前年度に比べ65.9%、6.5億円 
の増。

歳入
1,387.2億円

市税
501.3億円
36.1％

国庫支出金
180.7億円
13.0％

市債
139.7億円
10.1％

県支出金
66.3億円
4.8％

譲与税・交付金
54.9億円
4.0％

その他
279.9億円
20.1％

地方交付税
164.4億円
11.9％

一
般
会
計
予
算
１
，３
８
７
億
１
，５
７
３
万
円
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平成24年度各会計予算
会計名 当初予算 前年度予算 伸び率
一般会計 1,387 億 1,573 万円 1,396 億 5,169 万円 △ 0.7%

特
別
会
計

国民健康保険 367 億 2,472 万円 355 億 7,964 万円 3.2%

後期高齢者医療 36 億 2,937 万円 32 億 3,242 万円 12.3%

競輪 265 億 8,921 万円 218 億 38 万円 22.0%

農業集落排水事業 10 億 8,051 万円 9 億 1,750 万円 17.8%

介護保険 231 億 2,994 万円 212 億 996 万円 9.1%

簡易水道事業等 1 億 1,990 万円 2,206 万円 443.6%
母子寡婦福祉資金貸付金 1 億 5,549 万円 1 億 1,339 万円 37.1%

小計 914 億 2,914 万円 828 億 7,535 万円 10.3%

企
業
会
計

水道事業 101 億 8,240 万円 102 億 2,553 万円 △ 0.4%

下水道事業 163 億 8,938 万円 149 億 6,036 万円 9.6%

小計 265 億 7,178 万円 251 億 8,589 万円 5.5%

合計 2,567 億 1,665 万円 2,477 億 1,293 万円 3.6%

歳出 （項目別）

主な歳出の特徴
市全体に活力が行き渡るよう積極的な予算編成を行いました。

政策目標「明日の前橋を切りひらき、県都前橋を再生するため、
産業や人材を育み、人が住みやすく自然に優しい文化豊かな街に
する」を実現するため、「６つの基本目標」を重点項目に位置付け
ています。これらの基本目標を推進するための主な事業は４・５
㌻で紹介します。
●６つの基本目標
①地域活動を積極的に支援します
②群馬県、近隣市町村と力を合わせます
③年間1,000人の雇用を創出します
④交流の街を実現します
⑤老後の不安と子育ての負担を軽減します
⑥人材育成の強化と教育環境の充実を進めます

積極的に推進します
行財政改革

歳入確保と効率的な経費執行のた
め、行財政改革を積極的に推進してい
ます。この主な取り組みを紹介します。

■歳入関係
●市税などの納付環境整備
コンビニ納付・ペイジー対象を拡大
し利便性向上を図りました。
●広告収入の確保・拡充
1,534万円の増収見込み。
●清掃工場の熱エネルギー利用と資源
化物の売却促進
２億56万円の増収見込み。
●遊休市有地の売り払い
２億7,184万円の増収見込み。

■歳出関係
●職員の削減
22人削減し、１億5,915万円（４月

１日現在の職員数2,800人）の削減見
込み。
●特別職など（市長・副市長・公営企
業管理者・常勤監査委員・教育長）の
給与引き下げ・退職金を廃止
580万円の削減見込み。
●市債残高
市民１人当たりの通常債残高は、29. 
2万円（平成15年度は42.5万円）にな
る見込み。
●土地開発公社の経営健全化
本年度末の所有している土地の引取
り薄価は、80.7億円（平成22年度末は
88.4億円）になる見込み。

歳出
1,387.2億円

民生費
417億円
30.0％

土木費
212.4億円
15.3％

公債費
150億円
10.8％

教育費
136.9億円
9.9％

総務費
108億円
7.8％

衛生費
77.2億円
5.6％

その他
89億円
6.4％

商工費
196.7億円
14.2％
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地域活動を積極的に支援します
市民の要望や意見にスピーディーに応えるため、支所機能を拡充。また、事業要望制度の確立を目指し、

地域活動を積極的に支援します。

事　業 金　額 内　容

○地域対策事業 400万円
支所管内（大胡・宮城・粕川・富士見）の地域課題解決などに迅速に対応するための経
費（各支所100万円）

◇行政連絡事務運営事業 ２億2,682万円 地域の活動を充実するため自治会に対する行政連絡事務交付金を引き上げ

○東公民館整備事業 500万円 公民館の移転整備に向け事業認定事務などに着手

○農産物安全・安心ＰＲ支援事業 128万円 安全な農産物を販売するため、農産物直売所の放射性物質検査を支援

○放射性物質検査の実施 180万円
消費生活センターに放射性物質検査機器を設置し、自家消費用農作物などの検査を実
施

○古紙分別収集の全市域実施 3,000万円 紙ごみの減量化を図るため、10月から全市域に拡大実施

群馬県、近隣市町村と力を合わせます
幹線道路の整備促進のほか、ソフト分野においても、県や近隣市町村と連携を図ります。

事　業 金　額 内　容

○駒寄スマートＩＣ周辺道路整備 5,400万円
群馬県や吉岡町と連携協力した駒寄スマートICの大型車対応化に伴うアクセス道路整
備

・新市建設計画・新市基本計画に基づく
幹線道路整備事業

９億1,333万円 隣接市町村と連携した大胡・宮城・粕川・富士見地区の18路線の整備

年間１，０００人の雇用を創出します
できるだけ市内企業に公共事業を発注し、市内経済の循環と雇用の創出を図ります。また、農業の６次産

業化・ブランド化を図り、新しい価値を創造します。

事　業 金　額 内　容

◇雇用対策事業 1,558万円 
助成金制度の創設、就労相談、まえばし就活実践塾による雇用創出と就労機会を確保
＜新規＞障害者などの雇用に係る中小企業事業主への雇用助成制度
＜新規＞高校生キャリアセミナーの実施

◇環境配慮型企業支援事業 ２億5,000万円

企業活動と環境の融和を促進するための設備などの導入を支援
<新規>太陽光発電設備設置補助（上限1,000万円）
<新規>省エネ設備導入補助（上限150万円）
<新規>生産性向上・合理化・省力化設備導入補助（上限150万円）
<新規>廃熱利用システム・自家発電設備導入補助（上限1,000万円）

◇農畜産物加工品創出支援事業 362万円 ＜新規＞６次産業化を推進するための施設整備、商品開発などに要する経費を補助

○公共施設緊急小規模修繕事業 １億円 市有施設の緊急修繕を市内中小企業者に発注し、市内経済を循環させ雇用を創出

◇耐震・エコ・子育て住宅改修支援事
業

4,290万円
住宅の耐震化、省エネルギー化などの改修に対する支援の強化
（耐震化等改修補助上限の引き上げ20万円→50万円）

◇道水路補修改良事業 13億6,010万円 道路・水路に係る維持補修改良などの促進

本年度予算の「６つの基本目標」
主な事業を紹介します
ここでは政策目標を達成するための「６つの基本目標」を推進するために取り組む事業を紹介します。 

（○は新規事業、◇は充実事業）
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交流の街を実現します
中心市街地にある公共施設の有効活用や、デマンド方式による乗り合いタクシーの市内全域運行に向けた

検討を行います。また、首都圏バックアップ機能の招致を進めます。

事　業 金　額 内　容

○全市域デマンド化推進検討事業 2,382万円
デマンド方式による乗り合いタクシーの市内全域運行の導入を検討
（富士見地区において社会実験を開始）

◇大型商業施設出店促進事業 １億3,000万円
まちのにぎわいの核となる大型施設への出店を促進するため、大型商業空き店舗への
出店企業を支援
<新規>情報通信関連企業の誘致と雇用創出を図るための進出企業補助　（3,000万円）

○まちなか活性化支援事業 1,000万円
まちなか活性化イベント開催のための環境整備、まちづくり会社設立に向けた調査研
究など

○群馬総社駅周辺整備調査事業 500万円 JR群馬総社駅周辺地域整備に向けたまちづくりの基礎的調査

老後の不安と子育ての負担を軽減します
健（検）診の完全無料化や特定ワクチン接種の促進などを行い、子育ての不安解消に努めます。また、シ

ルバー世代が地域で活躍できる場所をつくるなど、高齢者・障害者福祉施策を推進します。

事　業 金　額 内　容

○第３子以降給食費無料化 2,500万円
小中学校に同時に3人以上通学する世帯の３人目以降を無料化<平成24年度第２学期
より開始予定>

◇がん検診事業 ７億9,730万円 市民負担の軽減と市民の健康保持を図るため、各種がん検診の個人負担を完全無料化

○エリアマネージャー制度導入 44万円 地区住民・団体と各地区担当の保健師との連携、協働により健康増進施策を推進

○児童手当支給事業・子ども手当支給
事業

55億1,751万円
（児童手当）　 ３歳未満　1万5,000円/月、　３歳~小学生　1万円/月
 　（第３子以降1万5,000円/月）、 中学生　1万円/月
 　（６月から所得制限世帯　5,000円/月）

◇不妊治療費助成事業 7,045万円
一般不妊治療費:助成対象通算回数を拡大（２回→３回）
特定不妊治療費:２回目までの治療の助成上限額を拡大（15万円→20万円）

○あずけて安心看護師配置補助事業 1,873万円 病児・病後児に対する保育環境を充実するため民間保育所への看護師の配置を推進

○私立幼稚園預かり保育料軽減事業 1,500万円
保護者の負担軽減を図るため、私立幼稚園の預かり保育料の一部を助成　（上限2,500
円/月）

◇単位老人クラブ補助事業　 3,383万円 補助額引き上げとクラブ間の補助額格差を是正し、クラブ活動のさらなる充実を支援

◇障害者相談支援事業　 5,419万円 相談施設を３ヵ所増設し６ヵ所に拡充

人材育成の強化と教育環境の充実を進めます
本市で教育を受けた人材が、本市で暮らし、活躍する社会を目指します。

事　業 金　額 内　容

◇学校支援員、オープンドアサポーター
などの配置

４億100万円

教員支援の人的配置などを大幅に充実し、学習環境ときめ細やかな指導による基礎学
力の向上を支援
<充実>学校支援員（44人→70人）　・特別支援教育介助員（25人→28人）
<充実> 学習支援講師・前橋マイタウンティーチャー・図書館業務従事職員（1時間延

長 / 日）
<新規>スクールソーシャルコーディネーター（不登校生徒などの学校復帰支援）

・中学校校舎等新増改築事業 13億3,400万円
<新規>第五中学校舎及び体育館改築基本実施設計　
みずき中学校舎等改築工事（来年４月移転予定）

・芸術文化推進事業 10億5,597万円
芸術文化施設の整備工事（来年開館予定）、中心市街地の賑わいを見据えたソフト事業
の実施など

・新富士見分館整備事業 １億5,300万円 来年度の開館に向け、図書館富士見分館の建設工事に着手

◇地域課題研究プロジェクト事業 5,227万円
<新規> 地元企業などが抱える課題の解決と地域貢献・就労・雇用創出のため、前橋

工科大学と地元企業による新たな共同研究を実施
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平成24年度予算

報告します 借入金残高の状況…………………………………

前橋さんち（本市）の家計やりくり帳

福祉、土木、教育関係をはじめとした事業を行う
本年度末の一般会計借入金残高（臨時財政対策債の
残高を除く）は、987億2,000万円です。また、本年
度末の特別会計や市関連団体を含めた全体の借入金

残高は、1,845億9,000万円。昨年度に比べて77億
9,000万円の縮減ができる見込みです。今後も借入
残高の縮減を図り、健全な財政運営を行えるよう努
めていきます。

地方債等借入金残高の状況（億円）
区
分 会計名 21年度末

残高
22年度末
残高

23年度末
残高見込

本年度末
残高見込

前
橋
市

一般会計 1,383.2 1,405.5 1,424.1 1,436.3
　うち臨時財政対策債 290.1 353.8 402.6 449.1
　うち通常債 1,093.1 1,051.7 1,021.5 987.2
農業集落排水事業特別会計 82.4 81.9 79.3 76.8
競輪特別会計 7.2 6.3 5.4 4.4
簡易水道事業等特別会計 0.0 0.0 0.1 0.9
母子寡婦福祉資金
貸付金特別会計 0.1 2.3 2.3 2.3

水道事業会計 210.7 201.1 195.2 186.7
下水道事業会計 495.9 480.6 471.9 469.5

小計 2,179.5 2,177.7 2,178.3 2,176.9
小計（臨財債を除く） 1,889.4 1,823.9 1,775.7 1,727.8

市
関
連
団
体

前橋市土地開発公社　※１ 119.3 79.5 72.2 73.9
前橋工業団地造成組合　※２ 79.1 84.0 75.9 44.2
グリーンドーム前橋
（昨年３月解散） 0.8 0.0 0.0 0.0

小計 199.2 163.5 148.1 118.1
合計 2,378.7 2,341.2 2,326.4 2,295.0

合計（臨財債を除く） 2,088.6 1,987.4 1,923.8 1,845.9

※１　短期借入残高のみ。　※２　短期（一時借入金）借入残高も含む。

■全体の借入金残高の推移（臨財債を除く）

　約5.5割は自力で稼いだ年収。残りは親から
の援助やローン、預金の引き出しで
賄います。
　ローンは返済とのバランスを考え
て、残高が減るように努めます。ま
た、預金の引き出しをできるだけ抑
えて、将来の生活に備えます。

収入の特徴は？
　工夫と節約でやりくりします。
　医療費・保険料では引き続き
お金が必要ですが、ローンも
しっかり返済し、残高を減らし
ます。
　また、預金などもして、次の自
宅修繕に備えます。

支出の特徴は？

食　費 （人件費）169万円 (17%)
医療費・保険料 （扶助費）185万円 (18%)
ローン返済 （公債費）108万円 (11%)
光熱費・被服費 （物件費）105万円 (10%)
自宅修繕 （維持補修費・投資的経費）156万円 (16%)
クラブ活動費 （補助費等） 97万円 (10%)
子どもへの仕送り （繰出金） 49万円 (5%)
その他 （積立金、預託金など）131万円 (13%)

合　計 1,000万円

年　収 （市税、使用料、その他）554万円 (55%)
預金引き出し （繰入金のうち基金繰入金） 9万円 (1%)
親からの援助
 （国・県支出金、交付税、譲与税など）336万円 (34%)
ローン借入れ （市債）101万円（10%)

合　計 1,000万円

〈前橋さんの支出〉構成比 構成比〈前橋さんの収入〉

※市税などを年収554万円として各経費を
　算出しています。

2,400

2,200

2,000

1,800

0

億円 （　）対前年度縮減額

(11.1)

年度末21 22 23 24

2,088.6

(△101.2)
1,987.4

(△63.6)
1,923.8

(△77.9)
1,845.9

本市の歳入・歳出を家計の収入・支出に例えて紹介します。
前橋さん（本市）は独立し（中核市になり）、責任をもって仕事をしています。
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情報公開コーナー担当課

問
い
合
わ
せ
は 

行
政
管
理
課　

☎
８
９
８
―
６
５
３
３

情
報
公
開
の
相
談
や
請
求
に
つ
い
て
は 

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー　

☎
８
９
８
―
６
２
４
４

開
か
れ
た
市
政
を
実
現
し
ま
す

本
市
に
は
、
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
の
情
報
公
開
制
度
と
、

個
人
の
権
利
利
益
を
守
る
た
め
の
個
人
情
報
保
護
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
概
要
と
請
求
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度

市
が
保
有
す
る
情
報
は
請
求
に

応
じ
て
公
開
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
て
も
ら
い
、

よ
り
一
層
の
市
民
参
加
に
よ
る
公

正
で
開
か
れ
た
市
政
の
運
営
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
請
求
は
誰
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
求
の
方
法

は
下
図
の
通
り
で
す
。
公
開
対
象 

の
情
報
は
本
市
が
行
う
事
業
全
般
。

た
だ
し
、
印
鑑
の
印
影
や
個
人
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
は

非
公
開
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
必
要

な
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
自
分
の
情
報
を
確
認

し
た
り
、
正
し
く
改
め
た
り
す
る

権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
し
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

情
報
の
開
示
請
求
が
で
き
る
の 

は
本
人
と
法
定
代
理
人
な
ど
で
す
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
を

情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
在
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
生
活
に

豊
か
さ
と
利
便
性
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
そ
の
反
面
、
日
常
生
活
の

中
に
は
個
人
情
報
が
あ
ふ
れ
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
が
侵
害
さ
れ
る

恐
れ
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
個
人
情

報
の
重
要
性
を
認
識
し
適
切
に
取

り
扱
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
他
人

の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
情
報
公
開
・
提
供
コ
ー
ナ
ー

情
報
公
開
の
相
談
や
行
政
情
報

の
公
開
請
求
、
個
人
情
報
の
開
示

請
求
は
市
役
所
２
階
情
報
公
開
コ 

ー
ナ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
情
報
公
開
の
請
求
だ
け
は 

郵
送
や
電
子
申
請
、
Ｅ
メ
ー
ル（g 

youkan@
city.m

aebashi.
gunm

a.jp
）、
フ
ァ
ク
ス
（
２
２

４
―
３
０
０
３
）
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
・

富
士
見
支
所
に
も
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
市
刊
行
物
の
閲
覧

や
、
ま
え
ば
し
ネ
ッ
ト
端
末
の
操

作
が
で
き
ま
す
。
必
要
な
人
は
、

コ
ピ
ー
機
（
１
面
10
円
）
も
利
用

で
き
ま
す
。

情
報
公
開
請
求
の
流
れ

市
は
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
前
橋
市
情
報
公
開
審
査
会
を
開
催
。そ
の
意

見
を
尊
重
し
て
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
を
し
ま
す
。

諮
問

答
申

部
分
公
開
・
非
公
開
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、処
分

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
60
日
以
内
に
、実

施
機
関
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
基
づ
く
不

服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

市
役
所
２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
付
け

の
行
政
情
報
公
開
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、提
出
し
ま
す
。（
郵
送
、電
子
申
請
、電
子
メ
ー

ル
、フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
も
受
け
付
け
）

原
則
と
し
て
受
付
日
か
ら
15
日
以
内
に
公
開
ま

た
は
非
公
開
を
決
め
て
通
知
し
ま
す
。

受
け
付
け（
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
）

検
討
・
決
定（
担
当
課
）

閲
覧
・
写
し
の
交
付（
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
）

不
服
申
立
て（
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
）

実
施
機
関

非
公
開

部
分
公
開

公
開

情
報
公
開
審
査
会

不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
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ごみを減らして
美しい地球を未来へ

　
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化

■
減
ら
そ
う
温
室
効
果
ガ
ス

「
水
と
緑
と
詩
の
ま
ち
」
で
あ
る
本
市

に
は
、
豊
富
な
水
量
を
誇
る
利
根
川
や
広

瀬
川
、
緑
豊
か
な
赤
城
山
な
ど
、
豊
富
な

環
境
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
素
晴

ら
し
い
環
境
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
心
を

一
つ
に
し
て
地
球
温
暖
化
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
い
わ
れ
て

い
る
の
が
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
で
す
。
本
市
で
は
「
前
橋
市
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」を
３
月
に
策
定
。

具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
、
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

●
削
減
目
標

平
成
32
年
度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
平
成
21
年
度
の
２
２
０
万
８
，

０
０
０
㌧
に
比
べ
11
％
削
減
。

〈
部
門
別
目
標
値
〉

・
民
生
部
門（
家
庭
）△
20
・
１
％

・
民
生
部
門（
業
務
）△
16
・
３
％

・
産
業
部
門
△
０
・
２
％

・
運
輸
部
門
△
13
・
３
％

・
廃
棄
物
部
門
△
28
・
０
％

■
低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
に

本
市
は
豊
か
な
環
境
資
源
の
ほ
か
に
も
、

「
日
照
時
間
が
長
い
」
と
い
う
特
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
特
性
も
生
か
し
な
が

ら
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
少
な
い
低
炭

素
社
会
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

〈
本
市
の
目
指
す
将
来
像
〉

・
地
域
特
性
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
し
た
ま
ち

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

定
着
し
た
ま
ち

・
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
ま

ち・
資
源
を
有
効
活
用
し
循
環
す
る
ま
ち

・
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
を
目
指
し
た
ま

ち■
環
境
再
生
の
た
め
の
基
金

こ
と
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
震
災
な

ど
で
被
害
を
受
け
た
地
域
の
環
境
再
生
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
、「
前
橋
市
絆
で
つ

な
ぐ
環
境
基
金
」
を
創
設
。
皆
さ
ん
か
ら

の
寄
付
金
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

本
市
で
は
、
環
境
に
優
し
い
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
豊
か

な
自
然
と
環
境
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
検
討
し
、
設
備
の
設
置
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

■
こ
と
し
も
節
電
に
ご
協
力
を

昨
年
同
様
、
こ
と
し
の
夏
も
電
力
の
供

給
量
が
足
ら
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

近年、地球温暖化が叫ばれ、早急な対策が必要となっています。ま
た、昨年の東日本大震災以降、環境に優しい電力の在り方、使い方が
求められています。今、私たちは環境問題と真剣に向き合い、未来の
ことを考えなければいけない時期に直面しています。ごみの減量など
一人一人ができることを積み重ね、力を合わせて取り組みましょう。

６月は環境月間　６月５日は環境の日
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人や環境に優しい心掛けを

ご存知ですか？プラマーク

茂木町

山田 和豊さん
　　 桜菜さん

家族みんなで取り組む
環境を大切にする生活

インタビュー

ごみの焼却に関する苦情が多く寄せられています。
野外でのごみの焼却は法律で原則禁止されています。
焼却行為は環境を汚染するだけでなく、周りの人の
迷惑となるのでやめてください。
また、春から夏にかけて農業用水路や河川への油
類の流出通報が多く寄せられます。河川の水は水道
水や農業用水など、幅広く利用されています。下流
域の人たちの生活や農作物に悪
影響を与えることがないよう、
油類の取り扱いには十分注意
を。水路や河川に油が浮いてい
た場合には、環境政策課へ連絡
してください。

プラスチックは、プラ容器と可燃ごみ
に分別し、それぞれの収集日に出してく

ださい。どちらに出すか迷ったら、このマークを確
認。お菓子の小さな袋にもこのマークが付いていま
す。また、 マークが付いていても汚れが簡単に落
ちないものは、可燃ごみに出してください。

環境を大切にしようという意識が高まったの
は、３人の子どもたちが小さい頃から家族みん
なで畑に出て野菜作りをしてきたからです。家
族で同じ体験をしたいという思いから始めまし
た。グリーンカーテンにも６年前から取り組ん
でいて、その効果を研究し「まえばし水と緑の
環境賞」をいただきました。他にも、環境のた
めに古紙のリサイクルや生ごみの肥料化などに
家族で取り組んでいます。みんなで楽しむこと
がエコな生活を続けるこつだと思いますよ。

電
気
の
使
い
方
を
も
う
一
度
見
直
し
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

・
必
要
の
な
い
も
の
は
消
す

電
気
機
器
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
長
時
間
使
用
し
な
い
機

器
は
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

・
設
定
温
度
を
調
節
す
る

冷
房
は
28
度
を
目
安
に
設
定
を
。
冷
蔵

庫
は
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、
ド

ア
の
開
閉
を
減
ら
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
で
壁
や
窓
を

覆
い
日
差
し
を
遮
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
。
自

然
の
力
を
活
用
し
て
涼
し
い
夏
を
。

■
電
気
の
見
え
る
化
が
効
果
的

節
電
は
目
に
見
え
な
い
電
気
を
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
行

え
ま
す
。
本
市
で
は
使
用
機
器
ご
と
に
消

費
電
力
量
や
電
気
使
用
料
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
表
示
す
る
「
エ
コ
ワ
ッ
ト
」
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
３
７
―
１
１
０
３
）
で
は
、
10
種

類
の
項
目
を
測
定
で
き
る
「
ワ
ッ
ト
チ
ェ

ッ
カ
ー
」
を
、
県
中
部
環
境
事
務
所
（
☎

２
１
９
―
２
０
２
０
）
で
は
消
費
電
力
の

総
量
な
ど
を
測
定
で
き
る「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
家
族
で
取
り
組
む
環
境
保
全

環
境
に
優
し
い
取
り
組
み
を
考
え
、
そ

れ
を
実
行
す
る
家
族
を
「
ま
え
ば
し
環
境

家
族
」と
し
て
認
定
し
ま
す
。

申
込
書
の
配
布
＝
市
立
の
小
中
学
校
、
市

役
所
、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
な
ど
で

　
分
別
は
地
球
へ
の
思
い
や
り

■
ご
み
焼
却
時
は
温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生

ご
み
を
焼
却
す
る
際
に
も
温
室
効
果
ガ

ス
は
発
生
し
ま
す
。
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
石
油
製
品
か
ら
は
、
大
量
の
二
酸

化
炭
素
が
。
商
品
の
容
器
や
包
装
に
使
わ

れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
分
別
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
可
燃
ご
み
に
は
紙
ご
み
が
た
く

さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
紙
の
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
く
れ

て
い
る
森
林
の
保
護
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
を

正
し
い
分
別
と
合
わ
せ
て
、
ご
み
を
出

さ
な
い
生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か
。「
マ
イ

バ
ッ
ク
や
マ
イ
箸
を
使
う
」「
賞
味
期
限

を
把
握
し
て
食
品
を
無
駄
に
し
な
い
」「
食

卓
で
は
ふ
き
ん
を
使
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
の
使
用
を
控
え
る
」
な
ど
、
誰
で
も

簡
単
に
で
き
る
取
り
組
み
で
、
ご
み
の
量

は
減
ら
せ
ま
す
。

一
人
一
人
の
取
り
組
み
は
小
さ
く
て

も
、
み
ん
な
で
や
る
と
大
き
な
成
果
に
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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問い合わせは　危機管理室　☎898-5935

　これからの季節、天候が急変し、大雨や雷、竜巻などが発生
することがあります。これらの災害は時に大きな被害をもた
らし、悲劇を引き起こすことさえあります。
　ここでは、そんなときにとるべき行動の一例を紹介します。

雷は移動速度が速く落雷場所の予測
ができません。そのため、最善の方法
は「雷注意報が出ているときは屋外に出
ないこと」だといえます。
屋外にいるときに雷が鳴り始めたら、
すぐに屋内に避難してください。背の
高い樹木や電柱は落雷の恐れがありま
すので、近付くのは危険です。また、
金属やカーボンを使った物も落雷の恐
れがありますので注意しましょう。
屋内にいるときでも、感電すること
があります。雷が鳴り出したら、電気
機器をコンセントから外し、近付かな
いでください。

大雨などで地盤が緩むと土石流やがけ崩れ、
地すべりなどの土砂災害が発生することがあ
ります。これらは広い範囲に被害を及ぼしま
すので、危険を感じたらすぐに避難してくだ
さい。発生する前には、地盤・流水・湧き水
の異常や落石、地鳴りなどの予兆があります。
崖の近くに住む人などは、日頃から気を配っ
ておくことが大切です。

局地的な大雨や集中豪雨は、短時間で河川の急激
な増水を引き起こすことがあります。そして、離れ
た場所で降った雨が川を下り被害に遭うという事故
も起きています。
こうした災害から身を守るために大切なのは、気

象状況を小まめに確認することです。川の近くに出
掛けるときなどは、前日はもちろん、当日も携帯電
話やラジオなどで最新の気象情報を確認するように
してください。また、空や川の変化に注意し、危険
を感じたらすぐにその場から避難してください。
避難するときは安全の確保を第一に考えて。浸水

による倒壊の恐れがなさそうな建物にいる場合は、
２階以上へ一時的に避難し、救助を待つことも選択
肢の一つです。

竜巻は発生の予測が困難です。竜巻の気象
情報が出た場合は、すぐに頑丈な建物の中や
物陰に避難してください。避難できる建物が
周囲に見当たらないときは、側溝やくぼ地な
どの低地に隠れるのも選択肢の一つです。
屋内にいる場合、割れたガラスの破片が飛

散してけがをすることがあります。１階の窓
のない部屋などに避難してください。

集中豪雨
小まめに気象情報の確認を

突然の災害に遭わないために
 情報収集と素早い避難を

頑丈な建物に避難を日頃から予兆に
気を付ける

雷注意報が
出たら外に出ない

竜巻

雷

土砂災害
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おはしたいそうDVD

■
食
育
は
生
涯
の
取
り
組
み

６
月
は
食
育
月
間
。
本
市
と
高

崎
市
は
「
食
卓
で
笑
顔
と
健
康
育

て
よ
う
」を
共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

食
育
と
は
健
康
な
体
と
心
を
育

む
た
め
に
、
生
涯
に
わ
た
り
健
全

な
食
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。
と

は
い
っ
て
も
難
し
く
考
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
た
だ
き
ま

す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」の
あ
い
さ

つ
を
す
る
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
、
地
元
の
食
材
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
家
族
で
食
卓
を
囲
も
う

ま
ず
は
、家
族
で
食
卓
を
囲
み
、

楽
し
く
会
話
し
な
が
ら
食
事
を
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
お
い
し
い
ね
。何
て
い
う
野
菜
？
」

「
ま
た
食
べ
た
い
な
」「
今
度
一
緒

に
作
ろ
う
よ
」
そ
ん
な
会
話
は
、

食
事
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
気
付

か
せ
て
く
れ
る
は
ず
。

ま
た
、
庭
で
野
菜
を
栽
培
し
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

野
菜
を
育
て
収
穫
す
る
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
は
、
食
べ
る
こ
と
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
、
他
の
食

へ
の
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な

る
は
ず
で
す
。

■
本
市
と
高
崎
市
が
学
校
給
食
で

連
携学

校
給
食
は
、
食
習
慣
を
確
立

し
て
い
く
上
で
大
切
な
小
中
学
校

期
の
食
育
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま

す
。
本
市
と
高
崎
市
は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
産
物
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ

ー
を
開
発
。
両
市
が
一
緒
に
試
作

し
、
交
換
献
立
と
し
て
そ
れ
ら
を

給
食
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
他

市
の
特
産
物
が
入
っ
た
料
理
を
食

べ
る
こ
と
で
、
そ
の
作
り
方
や
、

地
元
の
食
材
へ
の
興
味
が
生
ま

れ
、
地
産
地
消
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
両
市
は
食
指
導
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
な
ど
も
実
施
。
こ

れ
か
ら
も
食
育
に
、
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

おいしいね交換献立
５月23日、桃井小の給食には、高崎市の特産物を使っ

たメニュー「鶏肉のコーンフレーク焼き」が。交換献立
は月に１回程度、子どもたちの前に並びます。
<子どもたちの声>
・鶏肉が柔らかくておいしかった。

・サクサクしていて良かった。

・お母さんの料理の次においしい。

箸を上手に使えるようになろう
食事の際に使用する「箸」。上手に楽しく食事 
をするためにも、正しく箸を持てるように幼少
期から継続的に取り組むことが大切です。
本市では正しい箸の持ち方を学べるオリジ

ナルＤＶＤ「おはしたいそう」を保育所（園）や 

幼稚園などに配布。箸の使い方や食事のマナー
を通して、食への意識を高める取り組みを行っ
ています。
オリジナルの歌に合わせて指体操を行い、箸
を持つために必要な指の力を養えるこのＤＶＤ。
貸し出しも行っていますので、詳しくは健康増
進課へ問い合わせてください。

家
庭
で
、学
校
で

を

健
や
か
な
心
と
体
を
育
て
る

皆
さ
ん「
食
育
」と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？「
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
」「
何
を
す
る

の
か
分
か
ら
な
い
」そ
の
よ
う
な
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
生
き
る
た
め
の
知
識
と
も
い
え
る「
食
育
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
育

問
い
合
わ
せ
は 

健
康
増
進
課　

☎
２
２
０
―
５
７
８
３

箸

期
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希望者は申し込みを
人間ドックの健診費を助成します

問い合わせは
　国保人間ドックについては　国民健康保険課　☎ 220-5715 
　後期高齢者人間ドックについては　同課　☎898-6253

人間ドック受診希望の人に健診費を一部助成し
ます。受診期間は来年２月28日㈭まで。実施医
療機関は下表のとおりです。なお、人間ドックと
新さわやか健診（特定健診・後期高齢者健診）は
検査項目が重複するため、両方の受診はできませ
ん。
申し込み＝６月17日㈰～22日㈮に、国民健康
保険被保険者証か後期高齢者医療被保険者証、健
康診査受診シールを用意し、市役所１階市民ロビ
ーか大胡・宮城・粕川・富士見支所（17日は市
役所のみ）へ直接。先着順ではありません。
□国民健康保険（国保）人間ドック
対象＝次の全てを満たす人。①来年３月31日㈰
までに30歳～75歳になる（75歳の誕生日前に
受診できる）②申請から受診までの間、継続して

国保資格を持っている③国保税完納世帯である
④脳ドックは来年３月31日㈰までに40・45・
50・55・60・65・70歳になる
定員＝〈日帰り〉1,000人〈１泊２日〉400人〈脳
ドック〉100人（各抽選）
自己負担額＝〈日帰り〉１万3,500円〈１泊２日〉
３万5,100円〈脳ドック〉２万円
□後期高齢者人間ドック
対象＝次のいずれかを満たす人。①４月１日現在、
後期高齢者医療保険に加入し保険料完納者である
②来年２月28日㈭までに75歳になり、誕生日
以降に受診できる
定員＝〈日帰り〉250人〈１泊２日〉50人（各抽選）
自己負担額＝〈日帰り〉１万3,500円〈１泊２日〉
４万5,100円

医療機関名 住所 日帰り １泊２日脳ドック
新井胃腸科診療所 昭和町一丁目 ○
あらいクリニック 元総社町 ○
家崎医院内科胃腸内科 南町二丁目 ○
生方医院 表町二丁目 ○
江木町クリニック 江木町 ○
遠藤内科医院 野中町 ○
大塚外科胃腸科医院 大友町三丁目 ○
大塚内科医院 三俣町一丁目 ○
加藤外科内科医院 朝日町一丁目 ○
狩野外科医院 日吉町四丁目 ○
木村内科医院 箱田町 ○
清宮医院 紅雲町二丁目 ○
群馬県健康づくり財団 堀之下町 ○
群馬中央総合病院 紅雲町一丁目 ○ ○
けやきクリニック 天川町 ○
県立心臓血管センター 亀泉町 ○ ○ ○
小板橋医院 上泉町 ○
木暮医院 清野町 ○
小林外科胃腸科医院 広瀬町二丁目 ○
済生会前橋病院  上新田町 ○ ○
山王医院 山王町二丁目 ○
下田内科医院 南町三丁目 ○
城西クリニック 上小出町一丁目 ○
上武呼吸器科内科病院 田口町 ○ ○

医療機関名 住所 日帰り １泊２日脳ドック
上毛大橋クリニック 川原町一丁目 ○
関内科医院 天川大島町一丁目 ○
善衆会病院 二之宮町 ○
総社町内科深沢医院 総社町三丁目 ○
高柳胃腸科外科 荻窪町 ○
田中医院 千代田町一丁目 ○
田部医院 六供町 ○
殿岡内科医院 天川原町二丁目 ○
富沢内科医院 石倉町二丁目 ○
富沢病院 朝日町四丁目 ○
内科皮フ科おない医院 樋越町 ○
萩原内科医院 荒子町 ○
平井外科医院 大友町二丁目 ○
星医院 西善町 ○
前橋協立病院  朝倉町 ○ ○ ○
前橋赤十字病院 朝日町三丁目 ○ ○
八木医院 前箱田町 ○
山下医院 城東町四丁目 ○
老年病研究所附属病院 大友町三丁目 ○ ○ ○
若宮内科 日吉町四丁目 ○
日本健康管理協会※１ 伊勢崎市戸谷塚町 ○
北関東循環器病院※２ 渋川市北橘町下箱田 ○

平成24年度人間ドック実施医療機関

※１　 旧東日本労働衛生センター。同協会で人間ドックを受診したことがある
大胡地区・粕川地区在住の人のみ。

※２　同病院で人間ドックを受診したことがある富士見地区在住の人のみ。



13 市役所　〒371-8601 大手町二丁目12-1　☎224-1111

自作のロボットで目指せナンバー１

問い合わせは 文化国際課　☎898-6522

「まえばしロボコン2012」の参加者を募集します。今回のテーマは市制
施行120周年を記念して「タイムトラベラー！
120年の道をたどろう!!」です。自分で作ったロ
ボットを駆使し、明治から現在までの前橋の歴史
をたどります。８月中は相談コーナーを開設。初
めてロボットを作る人も安心して参加できます。
日時＝８月18日㈯午前10時30分
会場＝総合福祉会館
対象・部門＝個人か５人以内のチームで〈①こどもの部〉小学生以下とその
保護者〈②中学生の部〉中学生〈③一般の部〉高校生以上
申し込み＝７月６日㈮までにハガキか同大会のホームページ（http://www.
maebashi-robocon.net/）で。参加部門・チーム名（10文字以内・フリガナ）・
代表者の氏名・住所・電話番号・チーム構成（友人・親子など）と人数・②
は学校名を記入し、市役所文化国際課へ

み
ん
な
の
思
い
を
打
ち
上
げ
よ
う

花
火
大
会
の
寄
付
金
と
協
賛
金
を
募
集

こ
と
し
の
前
橋
花
火
大
会
は
８
月
11
日
㈯
に
開

催
し
ま
す
。
市
政
施
行
１
２
０
周
年
記
念
と
な
る

こ
の
大
会
を
数
多
く
の
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
や
企
業
か
ら

の
協
賛
金
を
募
集
。
ま
た
、
花
火
を
間
近
で
楽
し

め
る
観
覧
席
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

■
市
民
の
花
火
を
打
ち
上
げ
よ
う

今
回
の
大
会
で
は
、「
前
橋
の

四
季
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
花
火
を

打
ち
上
げ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
寄
付
金
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
前
橋
」
を

思
う
気
持
ち
を
込
め
た
花
火
が
、

鮮
や
か
に
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
会
場
＝
市
役
所
、
前

橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
３
階
、
商
工

会
議
所
、
ス
ズ
ラ
ン
前
橋
店
、
け

や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
な
ど

■
協
賛
企
業
を
募
集

花
火
の
打
ち
上
げ
に
協
賛
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
。
協
賛

は
１
万
２
０
０
円
か
ら
で
き
ま
す
。

合
同
で
の
打
ち
上
げ
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
花
火
の
作
成
が
で
き
る
種
類
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
６
月
22
日
㈮
ま
で
に

前
橋
花
火
大
会
実
施
委
員
会
へ

■
有
料
観
覧
席
を
販
売

花
火
を
間
近
で
鑑
賞
で
き
る
有

料
観
覧
席
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、

家
族
や
仲
間
と
色
鮮
や
か
に
咲
く

花
火
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

種
類
・
枠
（
席
）
数
・
費
用
な
ど

＝
下
表
の
と
お
り

申
し
込
み
＝
７
月
30
日
㈪
ま
で
に

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
前
橋
花

火
大
会
有
料
観
覧
席
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
２
４
―
４
１
２
４
）

へ
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
１
―
０
２
２

１
）
か
予
約
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.jtb.co.jp/shop/

houjingunm
a/

）で

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
別
館
に
建

設
中
の
芸
術
文
化
施
設
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
、
運
営
検
討
委
員
が

経
過
を
説
明
し
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
う
公
聴
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
）を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
16
日
㈯
午
後
２
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
３

階
ホ
ー
ル

申
し
込
み
＝
当
日
会
場
へ
直
接

問
い
合
わ
せ
は 

前
橋
花
火
大
会
実
施
委
員
会　

☎
２
３
４
―
５
１
０
８

問
い
合
わ
せ
は 

文
化
国
際
課　

☎
８
９
８
―
５
８
２
５

まえばしロボコンの参加者を募集

有料観覧席
種類 枠数 費用

桟敷席（定員５人。駐
車場１台付き） 72枠 １万 8,000円

団体席Ａ（定員25人。
駐車場５台付き） 20枠 ５万円

団体席Ｂ（定員50人。
駐車場10台付き） 5枠 10万円

個人席（定員１人） 300枠 2,500円

芸
術
文
化
施
設
の
運
営
を
考
え
る
公
聴
会

ひらめきを詰め込もう



広報まえばし　平成24年６月１日号 14

県
内
女
性
農
業
委
員
77
人
に
よ
る
「
ぐ
ん
ま

女
性
農
業
委
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
初
代
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

「
こ
と
し
１
月
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発 

足
。
10
年
以
上
前
か
ら
女
性
農
業
委
員
組
織
が

結
成
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
も
あ
る
た
め
、
こ

れ
で
全
国
の
仲
間
入
り
が
で
き
ま
し
た
。
農
業

が
抱
え
る
課
題
を
多
く
の
人
た
ち
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
県
内
農
業

に
生
か
せ
る
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

専
業
農
家
に
生
ま
れ
、
大
学
で
農
業
を
学
び 

就
農
。
昨
年
７
月
、
市
農
業
委
員
に
。
現
在
は 

キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
エ
ダ
マ
メ
、
コ 

マ
ツ
ナ
な
ど
、
夫
や
雇
用
者
た
ち
と
露
地
野
菜

を
中
心
に
栽
培
し
て
い
る
。

「
農
業
は
自
然
相
手
の
仕
事
で
作
柄
や
収
入

は
天
候
次
第
で
す
。
後
継
者
不
足
や
就
農
者
の

高
齢
化
、
遊
休
農
地
の
問
題
な
ど
、
ど
こ
の
地

域
も
同
じ
で
す
が
課
題
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

自
然
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
、
毎 

日
、
楽
し
く
働
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

忙
し
い
中
で
も
時
間
を
見
つ
け
、
近
県
を
ド

ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
楽
し
み
。
そ
の
土
地
の
農

産
物
を
見
た
り
、
買
っ
た
り
し
て
県
内
農
業
に

生
か
せ
な
い
か
ヒ
ン
ト
を
考
え
る
と
い
う
。

「
女
性
の
視
点
か
ら
農
産
物
を
売
り
込
み
た 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
赤
城
山
南
麓
の 

農
村
観
光
を
進
め
る
こ
と
で
、
都
会
に
住
む
人

と
の
交
流
も
一
層
図
り
た
い
で
す
ね
」

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
、
農
協
女
性
部
な
ど
で
活

動
し
た
経
験
も
。
そ
の
行
動
力
を
発
揮
し
な
が

ら
、
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
農
産
物
を
み
ん
な
で

作
る
こ
と
で
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
き
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

消
費
者
か
ら
喜
ば
れ
る
農
産
物
を

働く人たちが白球交えて交流
５月13日、産業人スポーツセンターで勤
労者ソフトボール大会を開催しました。働く
人たちがスポ－ツを通じて交流を図るために
毎年開催しているこの大会。14チーム210
人が参加し、どのチームも優勝目指して爽や
かな汗を流しました。

気軽にできる簡単介護食作り
前橋プラザ元気21で５月15日、楽楽食講
座を開催。食の楽しみを体験しながら学ぶた
め、男性20人が参加。あえ物などの簡単な
介護食の作り方を学びました。自分で作った
料理を試食した参加者からは「これなら家で
も簡単に作れそう」と笑顔がこぼれました。

働 白球交 交流気軽 簡単介護食作

 ぐんま女性農業委員
ネットワーク初代会長
青木　朱美さん　61歳
富士見町田島

まえばし人
I K I I K I - M A E B A S H I J I N
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朝
の
訪
れ
と
夕
暮
れ
を
告
げ
る
、
心
に
染
み

入
る
鐘
の
音
。
未
来
に
残
し
た
い
音
環
境
を
集

め
た
「
ま
え
ば
し
の
音
風
景
」
に
紹
介
さ
れ
る 

龍
蔵
寺
か
ら
、
毎
日
午
前
６
時
と
午
後
６
時
に

鳴
り
響
き
ま
す
。
今
回
は
、
こ
こ
か
ら
敷
島
公

園
ば
ら
園
を
目
指
す
片
道
約
３
㌔
の
コ
ー
ス
を

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

桃
ノ
木
川
を
渡
り
西
へ
歩
く
と
水
道
資
料
館

が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
近
代
建
築
や
水
道
の
歴

史
を
今
に
伝
え
る
こ
の
建
物
は
昭
和
４
年
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
は
情
緒 

た
っ
ぷ
り
。
配
水
塔
と
と
も
に
国
登
録
有
形
文

化
財
と
な
っ
て
い
て
、
近
代
水
道
百
選
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

次
は
、
７
，
０
０
０
本
の
色
鮮
や
か
な
バ
ラ

が
迎
え
て
く
れ
る
ば
ら
園
へ
。
６
０
０
種
の
さ

ま
ざ
ま
な
色
や
香
り
が
楽
し
め
、
そ
の
豊
か
な

表
情
が
訪
れ
る
人
た
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

６
月
10
日
㈰
ま
で
春
の
ば
ら
園
ま
つ
り
を
開
催

中
で
、
園
内
を
ば
ら
ガ
イ
ド
が
案
内
し
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
苗
木
や
草
花
の
販
売
、
前
橋
産

新
鮮
野
菜
市
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
ほ
か
、
午
後
８
時
30
分
ま
で
ば
ら
花
壇
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

園
内
に
は
国
立
原
蚕
種
製
造
所
を
移
築
し
た

蚕
糸
記
念
館
や
郷
土
の
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎
の

生
家
を
移
築
し
た
萩
原
朔
太
郎
記
念
館
も
。
生

糸
や
詩
な
ど
、
本
市
が
誇
る
伝
統
や
歴
史
、
文

化
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

美
し
い
バ
ラ
を
愛
で
な
が
ら
、
本
市
の
歴
史

を
物
語
る
建
築
物
な
ど
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

郷土の詩人・朔太郎をしのぶ
５月13日、前橋文学館で没後70年・第40 

回朔太郎忌を開催。萩原朔太郎の孫・萩原朔
美さんのあいさつに続き、講演や詩の朗読、
ミュージカル、マンドリン演奏などの多彩な
催しが。また、新たに見つかった書簡も紹介
され、人となりをしのびました。

体験を通して自然に親しむ
東上野町の神沢川で５月19日、親子環境

教室を開催しました。自然に親しめるこの催
しに、大勢の親子が参加。みんなで川の中に
入って遊んだり、ザリガニやドジョウなどの
生き物を観察したりするなど、楽しくふるさ
との良さや自然環境について学びました。

N

群馬テレビ県水産試験場

敷島公園
サッカー・ラグビー場

上毛新聞
敷島球場

なんきつ
交番西

17

桃
ノ
木
川

151

今回のコース

龍蔵寺

上小出
国体公園

小出神社

水道資料館

敷島公園
ばら園

美
し
い
バ
ラ
と
近
代
建
築
を
巡
る

郷土 詩人 朔太郎を体験 自然 親

南橘地区

敷島公園ばら園 水道資料館
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お
知
ら
せ

脱
退
手
続
き
は
14
日
以
内
に

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加

入
者
が
、
社
会
保
険
に
加
入
し
た

り
被
扶
養
者
と
な
っ
た
り
し
た
と

き
に
は
、
国
保
の
脱
退
手
続
き
が

必
要
で
す
。
14
日
以
内
に
本
人
か

代
理
人
が
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

年
収
１
３
０
万
円
未
満
（
60
歳
以

上
は
１
８
０
万
円
未
満
）
の
国
保

加
入
者
は
、
家
族
が
加
入
し
て
い

る
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
に

該
当
す
る
場
合
も
。
家
族
の
勤
め

先
な
ど
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
８
９
８
―

６
２
５
０
へ

３
つ
の
都
市
計
画
を
決
定

本
紙
３
月
１
日
号
・
15
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
都
市
計
画
案
が
、

４
月
26
日
付
で
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

決
定
し
た
都
市
計
画
＝
〈
駒
形
町

公
園
の
追
加
〉
約
１
・
３
㌶
（
駒

形
町
）〈
駒
形
町
雨
水
調
整
池
の

追
加
〉約
６
，
５
０
０
平
方
㍍（
同

町
）〈
群
大
北
通
線
の
幅
員
変
更
〉

北
代
田
町
内
の
約
２
４
０
㍍
区
間

の
幅
員
を
12
㍍
か
ら
12
〜
15
㍍
に

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課
、

県
庁
都
市
計
画
課

問
市
都
市
計
画
課
☎
８
９
８
―
６

９
４
４
へ

農
業
の
将
来
を
話
し
合
お
う

国
で
は
、
農
業
に
つ
い
て
の
問

題
や
将
来
の
展
望
な
ど
を
話
し
合

い
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
た
地
域
に
支
援
を
行
う
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
12
地
域
（
農
協
支

所
別
単
位
）
で
、
プ
ラ
ン
作
成
に

向
け
た
座
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
地
域

の
農
業
者
は
、
次
の
よ
う
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
支

援
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
就
農

し
た
人
に
、
青
年
就
農
給
付
金
と

し
て
年
間
１
５
０
万
円
（
最
長
５

年
間
）を
給
付
し
ま
す
。

●
農
地
集
積
協
力
者
へ
の
支
援

農
業
を
辞
め
る
人
な
ど
が
、
使

用
し
な
く
な
る
農
地
を
、
プ
ラ
ン

に
位
置
付
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体

に
提
供
協
力
し
た
場
合
、
経
営
転

換
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら

れ
た
中
心
経
営
体
に
隣
接
す
る
農

地
を
持
つ
人
な
ど
が
、
農
地
の
連

担
化
に
協
力
し
た
場
合
、
分
散
錯さ

く

圃ほ

解
消
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
農
林
課
☎
８
９
８
―
６
７
０
３
、

青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い
て
は
農

業
委
員
会
☎
８
９
８
―
６
７
３
３

へ早
め
の
防
除
で
被
害
を
防
ぐ

６
月
か
ら
10
月
は
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
ヒ
ト
）
の
発
生

期
で
す
。
生
態
を
知
り
、
早
期
の

発
見
と
防
除
で
被
害
の
拡
大
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
生
態

成
虫
は
サ
ク
ラ
、カ
キ
、ク
ワ
、

ウ
メ
な
ど
の
葉
に
好
ん
で
産
卵
し

ま
す
。
幼
虫
は
、
葉
脈
を
残
し
て

葉
を
食
べ
る
の
で
、
巣
の
あ
る
葉

は
透
け
て
見
え
ま
す
。

□
防
除
対
策

巣
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
葉

を
切
り
取
っ
て
処
分
を
。
高
い
所

に
あ
る
場
合
は
、
枝
を
切
り
落
と

す
か
、
直
接
幼
虫
を
焼
い
て
く
だ

さ
い
。
幼
虫
が
分
散
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
登
録
さ
れ
て
い
る
農
薬
な

ど
で
防
除
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
農
薬
が
周
辺
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
使
用

前
に
必
ず
近
所
に
知
ら
せ
使
用
方

法
を
守
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
公
共
施
設
な
ど
で
発
見
し
た
ら

施
設
の
管
理
者
へ
連
絡
を
。
管

理
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
東

部
農
林
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
同
所
☎
２
８
５
―
４
１
１
６
へ

対
象
の
事
業
所
は
届
け
出
て

６
月
１
日
㈮
か
ら
水
質
汚
濁
防

止
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
の
有
害

物
質
を
取
り
扱
う
事
業
所
は
、
今

ま
で
の
届
け
出
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
新
た
に
届
け
出
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
有
害
物
質
貯
蔵
指
定
施
設

設
置
者
、
全
て
の
排
水
を
下
水
道

に
放
流
し
て
い
る
有
害
物
質
使
用

特
定
施
設
設
置
者

申
６
月
30
日
㈯
ま
で
に
市
役
所
環

境
政
策
課
（
☎
８
９
８
―
６
２
９

４
）へ
直
接

快適な生活のために
マナーの向上に努めよう
□空き地などの管理
空き地や空き家の庭を雑草が
生い茂ったまま放置すると、害
虫が発生したり、ごみを不法投棄されたりして
近隣の人たちに迷惑が掛かります。また、雑草
が枯れ草になると火災の原因になる恐れもあります。
所有者や管理者は、定期的に除草や清掃を行
うなど適正に管理してください。また、放置さ
れている空き地で困っている近隣の人は、西部
清掃事務所へお知らせください。
□ポイ捨て
ごみやタバコのポイ捨ては、美しい環境を損
なうだけでなく、火災などにつながる恐れもあ
ります。周りの人に迷惑をかけることなく、お
互いに快適な生活が送れるよう一人一人が気を
付けましょう。
問西部清掃事務所☎253-1009へ
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定
時
放
送
時
間
を
午
後
６
時
に

６
月
か
ら
９
月
ま
で
、
防
災
行

政
無
線
定
時
放
送
の
時
間
を
午
後

６
時
に
変
更
し
ま
す
。
童
謡
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
ま
す
の
で
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
な
ど
の

た
め
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
室
☎
８
９
８
―
５
９

３
５
へ

産
業
廃
棄
物
の
報
告
忘
れ
ず
に

産
業
廃
棄
物
を
排
出
す
る
事
業

者
は
、
産
業
廃
棄
物
管
理
票
を
委

託
処
理
業
者
に
交
付
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
中
に

交
付
し
た
事
業
者
は
、
産
業
廃
棄

物
管
理
票
交
付
等
状
況
報
告
書
を

作
成
し
、
７
月
２
日
㈪
ま
で
に
市

役
所
廃
棄
物
対
策
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
８
９
８
―
５
９
５
３
へ

監
査
結
果
を
閲
覧
で
き
ま
す

本
市
の
財
務
事
務
な
ど
の
監
査

結
果
を
公
表
し
ま
す
。
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
監
査
委
員
事
務
局
☎
８
９
８
―

６
６
３
６
へ

下
水
道
普
及
に
ご
協
力
を

本
市
で
は
、
公
共
用
水
域
の
水

質
向
上
の
た
め
公
共
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
下
水
道
に
ま
だ
接
続
し
て

い
な
い
人
は
、
早
め
に
宅
地
内
の

工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
下
水

道
整
備
課
☎
８
９
８
―
３
０
７
４
、

農
業
集
落
排
水
に
つ
い
て
は
農
村

整
備
課
☎
８
９
８
―
６
７
１
４
へ

教
育
関
係
資
料
が
検
索
可
能
に

総
合
教
育
プ
ラ
ザ
が
所
蔵
す
る

本
市
に
関
す
る
教
育
関
係
資
料
が
、

前
プ
ラ
ね
っ
と（http://shiryou.
m
enet.ed.jp/

）
で
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
研
究
な
ど
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

問
同
館
☎
２
３
０
│
９
０
９
５
へ

蔵
書
整
理
で
休
館
し
ま
す

６
月
11
日
㈪
か
ら
15
日
㈮
ま
で

蔵
書
整
理
の
た
め
、
こ
ど
も
図
書

館
は
休
館
し
ま
す
。

問
同
館
☎
２
３
０
―
８
８
３
３
へ

催
　
し

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
６
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

●〈
星
座
の
お
話
〉「
ポ
ロ
ス
の
ひ

か
る
あ
ざ
」

日
時
＝
〈
平
日
〉
午
後
３
時
30
分

〈
土
日
曜
〉
午
前
10
時
・
午
後
１

時
30
分

●〈
天
文
学
シ
リ
ー
ズ
〉「
星
の
マ

ー
ク
の
な
ぞ
」

日
時
＝
土
日
曜
、
午
前
11
時
・
午

後
３
時
30
分

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
①
６
月
９
日
㈯
②
６
月
16

日
㈯
、
午
後
２
時
30
分

内
容
＝
①
は
「
10
＋
１
ぴ
き
の
か

え
る
」「
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
」

②
は
「
お
父
さ
ん
の
宝
島
」「
白 

雪
姫
」

□
読
み
聞
か
せ

日
時
＝
６
月
９
日
㈯
午
前
10
時
40

分□
図
画
作
品
展

期
間
＝
６
月
15
日
㈮
〜
７
月
10
日

㈫対
象
校
＝
荒
子
・
二
之
宮
・
大
室
・

笂
井
・
永
明
・
駒
形
小
、
荒
砥
・

木
瀬
中
、
養
護
学
校

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
２
３
０
―
９
０
９
４

□
映
像
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
６
月
21
日
㈭
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
未
完
成
交
響
楽｣

（
ウ 

ィ
リ
ー
・
フ
ォ
ル
ス
ト
監
督
）

市
立
図
書
館☎

２
２
４
―
４
３
１
１

□
企
画
展「
前
二
子
古
墳
出
土
品

の
ル
ー
ツ
を
探
る
〜
日
韓
の
古
墳

と
装
飾
土
器
」

日
時
＝
６
月
５
日
㈫
〜
９
月
２
日

㈰
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

内
容
＝
国
指
定
史
跡
・
前
二
子
古

墳
出
土
品
や
金
冠
塚
古
墳
で
出
土

し
た
冠
の
復
元
品
の
展
示
な
ど

こ
ど
も
図
書
館☎２

３
０
―
８
８
３
３

□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
６
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・

23
日
㈯
・
30
日
㈯
・
７
月
７
日
㈯
、

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
そ

の
相
談
、
手
遊
び
な
ど

□
お
は
な
し
や
さ
ん

日
時
＝
６
月
７
日
㈭
・
21
日
㈭
・

28
日
㈭
・
７
月
５
日
㈭
、
午
前
11

時
30
分
〜
正
午

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手

遊
び
な
ど

□
は
じ
め
て
絵
本
の
お
は
な
し
会

日
時
＝
６
月
24
日
㈰
午
前
11
時
〜

正
午
　

対
象
＝
乳
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読

み
方

総合福祉会館・第四コミュニティセンター
施設利用予約受付会を開催

総合福祉会館と第四コミュニティセン
ターの、10月から12月までの施設利用
予約受付会を開催。なお、予約受付会
翌日からは、随時電話と窓口で受け付
けます。
日時＝７月11日㈬午前８時30分～55分、
総合福祉会館集合
申７月９日㈪までに同館☎237-0101へ

手話などの福祉活動に役立てて

珍しい形の出土品も展示
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催
　
し

中
央
公
民
館☎

２
１
０
―
２
１
９
９

□
盲
学
校
校
外
実
習

盲
学
校
の
生
徒
が
実
習
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
指
圧
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
①
７
月
11
日
㈬
午
前
10
時

〜
10
時
40
分
②
同
10
時
40
分
〜
11

時
20
分
③
同
11
時
20
分
〜
正
午
④

同
午
後
１
時
〜
１
時
40
分
⑤
同
午

後
１
時
40
分
〜
２
時
20
分
⑥
同
午

後
２
時
20
分
〜
午
後
３
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
学
生

を
除
く
20
歳
以
上
、
各
６
人
（
抽

選
）

申
６
月
29
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
希
望
時
間
帯
・

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

持
病
が
あ
る
人
は
そ
の
旨
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
―
０
０
２
３
本
町

二
丁
目
12
―
１・中
央
公
民
館「
校

外
実
習
係
」へ

市
民
文
化
会
館☎２

２
１
―
４
３
２
１

□
市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念「
ま

え
ば
し
市
民
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
・

群
馬
交
響
楽
団
定
期
公
演
」

日
時
＝
７
月
７
日
㈯
午
後
６
時
30

分内
容
＝
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
へ

短
調（
シ
ョ
パ
ン
作
曲
）ほ
か

費
用
＝
Ｓ
席
３
，
０
０
０
円
、
Ａ

席
２
，
０
０
０
円
、
Ｂ
席
１
，
０

０
０
円

申
同
館
へ

前
橋
テ
ル
サ☎

２
３
１
―
３
２
１
１

□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
６
月
16
日
㈯
午
後
０
時
30

分
〜
１
時

内
容
＝
歌
と
ピ
ア
ノ
連
弾

体
験
し
よ
う
古
墳
時
代

大
室
古
墳
群
公
開
イ
ベ
ン
ト「
☆

た
ん
け
ん
☆
大
室
古
墳
王
国
！
」

を
開
催
。
勾
玉
作
り
や
火
お
こ
し

な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場
＝
大
室
公
園

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
３
１
│
９

８
７
５
へ

伝
統
の
お
い
し
さ
が
ず
ら
り

前
橋
菓
子
ま
つ
り
を
開
催
。
菓

子
の
展
示
や
販
売
、
量
目
当
て
ク

イ
ズ
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
女
優
・

由
美
か
お
る
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
13
日
㈬
午
後
４
時（
講

演
会
は
午
後
６
時
30
分
）

会
場
＝
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル（
日

吉
町
一
丁
目
）

費
用
＝
１
，
５
０
０
円（
当
日
１
，

８
０
０
円
）

前
売
り
＝
同
館
、
前
橋
菓
子
組
合

加
盟
店
、前
橋
物
産
館
広
瀬
川（
Ｊ

Ｒ
前
橋
駅
構
内
）で

問
前
橋
菓
子
組
合
事
務
局
☎
２
３

２
―
６
２
６
１
へ

親
子
で
楽
し
く
農
業
体
験

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
や
落
花

生
の
種
ま
き
を
行
う
親
子
農
業
体

験
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
９
日
㈯
午
前
10
時
30

分会
場
＝
Ｆ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ

い
農
園
」（
富
士
見
町
石
井
）

用
意
す
る
物
＝
軍
手
、
長
靴

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
富
士
見
支
所
☎
２
８
８
―
２
２

１
１
へ

一
人
親
対
象
の
温
泉
交
流
会

寡
婦
の
人
を
対
象
に
し
た
温
泉

旅
行
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
７
月
５
日
㈭
〜
６
日
㈮（
１

泊
２
日
）

会
場
＝
水
上
ホ
テ
ル
聚じ

ゅ

楽ら
く

（
利
根

郡
み
な
か
み
町
）

対
象
＝
寡
婦
、
１
６
０
人（
抽
選
）

費
用
＝
８
，
３
０
０
円

申
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―

０
０
１
７
日
吉
町
二
丁
目
17
―
10
・

総
合
福
祉
会
館
内
市
母
子
寡
婦
会

（
☎
２
３
５
―
３
４
０
６
）へ

爽
や
か
な
赤
城
山
を
歩
こ
う

大
沼
湖
畔
や
覚
満
淵
な
ど
を
巡

る
約
８
㌔
㍍
コ
ー
ス
の
駅
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
「
赤
城
山
新
緑
＆
つ
つ

じ
ウ
ィ
ー
ク
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
６
月
３
日
㈰
〜
30
日
㈯
、

県
立
赤
城
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
（
富
士
見
町
赤
城
山
）
で
受
け

付
け

申
当
日
午
前
９
時
〜
11
時
に
受
付

場
所
へ
直
接

問
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
☎
２
３
５
―
２
２
１
１
へ

市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念

市
民
芸
術
文
化
祭

□
ビ
デ
オ
作
品
発
表
会

日
時
＝
６
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30

分会
場
＝
群
馬
会
館
（
大
手
町
二
丁

目
）

□
民
謡
民
舞
発
表
会

日
時
＝
７
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30

分会
場
＝
市
民
文
化
会
館

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８

５
６
へ

グループ対抗でお
菓子の出来栄えを競
う、パティシエ甲子
園の出場者を募集し
ます。今回のテーマ
は「夏に食べたいス
ポンジケーキ」。仲
間と力を合わせて、アイデアいっぱいのオ
リジナルケーキを作ろう。
日時＝８月４日㈯午前９時30分～午後３時
会場＝東日本製菓技術専門学校（小屋原町）
対象＝同一高校に在学している３人１組の
グループ、８組（選考）
申６月22日㈮までに産業政策課☎210-2 
274へ

由美かおるさん

チームワークで飛び切りのスイーツを
パティシエ甲子園出場者募集

最高のスイーツを作ろう
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ス
ポ
ー
ツ

前
橋
総
合
運
動
公
園

☎
２
６
８
―
１
９
１
１

□
休
場
の
お
知
ら
せ

設
備
点
検
な
ど
の
た
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル
は
６
月
22
日
㈮

か
ら
30
日
㈯
ま
で
、
健
康
運
動
指

導
室
（
ア
リ
ー
ナ
）
は
６
月
26
日

㈫
か
ら
30
日
㈯
ま
で
休
場
し
ま
す
。

□
ヨ
ガ

日
時
＝
①
７
月
２
日
〜
９
月
24
日

の
月
曜
10
回
②
７
月
５
日
〜
９
月

13
日
の
木
曜
10
回
、
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

50
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設

使
用
料

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
＝
①
７
月
４
日
〜
９
月
12
日

の
水
曜
10
回
②
７
月
６
日
〜
９
月

14
日
の
金
曜
10
回
、
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
③
７
月
２
日
〜
９

月
24
日
の
月
曜
10
回
④
７
月
４
日

〜
９
月
12
日
の
水
曜
10
回
、
午
後

６
時
45
分
〜
７
時
45
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

40
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設

使
用
料

□
太
極
拳

日
時
＝
①
７
月
５
日
〜
９
月
13
日

の
木
曜
10
回
、
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
②
同
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

40
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設

使
用
料

□
テ
ニ
ス

日
時
＝
７
月
７
日
〜
８
月
11
日
の

土
曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
19
歳
以
上
、
60
人（
抽
選
）

費
用
＝
３
，
５
０
０
円

申
以
上
の
４
つ
は
６
月
15
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各

コ
ー
ス
１
人
１
通
。
ヨ
ガ
は
①
か

②
の
ど
ち
ら
か
の
み
）。
教
室
名 

（
曜
日
・
時
間
）・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

３
７
９
―
２
１
０
７
荒
口
町
４
３

７
―
２
・
前
橋
総
合
運
動
公
園
へ

前
橋
テ
ル
サ☎

２
３
１
―
３
９
４
３

□
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

講
座
名
・
期
日
＝
下
表
の
と
お
り

申
６
月
16
日
㈯
午
前
11
時
か
ら
同

館
☎
２
３
１
―
３
９
４
３
へ

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー 

☎
２
５
３
―
７
８
１
１

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
＝
①
７
月
２
日
〜
９
月
24
日

の
月
曜
10
回
、
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
②
７
月
11
日
〜
９
月
19

日
の
水
曜
10
回
、
午
後
７
時
〜
８

時対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

40
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設

使
用
料

□
ヨ
ガ

日
時
＝
①
７
月
７
日
〜
９
月
15
日

の
土
曜
10
回
②
７
月
10
日
〜
９
月

18
日
の
火
曜
10
回
③
７
月
11
日
〜

９
月
19
日
の
水
曜
10
回
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
④
７
月
13
日
〜
９

月
21
日
の
金
曜
10
回
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

40
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設

使
用
料

□
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

日
時
＝
７
月
13
日
〜
９
月
21
日
の

金
曜
10
回
、
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
初
心

者
の
女
性
、
30
人（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時
＝
７
月
13
日
〜
９
月
21
日
の

金
曜
10
回
、
午
後
７
時
〜
８
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
40

人（
抽
選
）

費
用
＝
２
，
０
０
０
円
と
施
設
使

用
料

□
太
極
拳

日
時
＝
①
７
月
17
日
〜
９
月
25
日

の
火
曜
10
回
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
②
同
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

30
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設

使
用
料

□
フ
ラ
ダ
ン
ス

日
時
＝
①
７
月
２
日
〜
９
月
24
日

の
月
曜
10
回
、
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
②
７
月
11
日
〜
９
月
26
日
の

水
曜
10
回
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

30
人（
抽
選
）

費
用
＝
各
２
，
０
０
０
円
と
施
設

使
用
料

申
以
上
の
６
つ
は
６
月
15
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
（
１

コ
ー
ス
１
人
１
通
）。
曜
日
・
住 

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０
８
５
４

大
渡
町
二
丁
目
３
―
11
・
大
渡
温

水
プ
ー
ル
へ

● スマイルボウリング（６月26日㈫、市
民体育館）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に
問い合わせるか、本市ホームページをご
覧ください。

スポーツ大会情報

前橋テルサフィットネススクール

講座名 期日

60歳からの水泳教室（初級）
７月２日～９月24日
の月曜10回

シェイプアップストレッチ

フィットネスベリーダンス ７月２日～９月24日
の月曜10回

ジャズダンス入門 ７月３日～９月18日
の火曜11回

はじめてのクラシックバレエ ７月４日～９月19日
の水曜11回

さわやか超音波流水教室 ７月４日～９月26日
の水曜11回

ジャズダンス ７月13日～９月21日
の金曜11回

楽しく踊ろう！ヒップホップ入門 ７月14日～９月29日
の土曜10回

※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合
わせるか同館ホームページ（http://www.maebashi-
ppc.or.jp/terrsa/）をご覧ください。
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ス
ポ
ー
ツ

六
供
温
水
プ
ー
ル

☎
２
４
３
―
１
３
０
８

□
保
守
点
検
で
臨
時
休
場

６
月
25
日
㈪
か
ら
７
月
４
日
㈬

ま
で
保
守
点
検
で
休
場
し
ま
す
。

□
ア
ロ
マ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ヨ
ガ

日
時
＝
①
７
月
７
日
〜
９
月
15
日

の
土
曜
10
回
②
７
月
11
日
〜
９
月

19
日
の
水
曜
10
回
③
７
月
13
日
〜

９
月
21
日
の
金
曜
10
回
、
午
後
７

時
〜
８
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
各

50
人（
抽
選
）

費
用
＝
４
，
０
０
０
円

申
６
月
15
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
（
各
コ
ー
ス
１
人

１
通
）。
教
室
名
・
曜
日
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
―
０
８
０
４
六
供

町
１
０
６
８
・
六
供
温
水
プ
ー
ル

へそ
の
他
の
施
設

□
テ
ニ
ス

日
時
＝
〈
①
キ
ッ
ズ
・
小
学
生
〉

７
月
12
日
〜
９
月
27
日
の
木
曜
10

回
、
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
〈
②

高
校
生
・
社
会
人
〉
７
月
12
日
〜

９
月
13
日
の
木
曜
８
回
、
午
後
７

時
30
分
〜
９
時

会
場
＝
三
俣
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
＝
①
は
４
歳
〜
小
６
、
先
着

50
人
②
は
高
校
生
以
上
の
初
・
中

級
者
、
先
着
20
人

費
用
＝
①
は
７
，
８
０
０
円
②
は

８
，
８
０
０
円

申
６
月
23
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
①
で
小
学
生

は
学
校
名
・
学
年
②
は
経
験
年
数

を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０
０
４

４
荒
牧
町
７
９
４
―
２
・
市
テ
ニ

ス
協
会
・
永
井
さ
ん
（
☎
２
３
３

―
９
１
１
９
）へ

□
小
学
生
陸
上

日
時
＝
６
月
20
日
〜
７
月
13
日
の

水
金
曜
８
回
、
午
後
５
時
〜
６
時

会
場
＝
王
山
運
動
場

対
象
＝
小
３
〜
小
６
、
先
着
30
人

費
用
＝
１
，
３
５
０
円

申
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
民
体
育

館
☎
２
６
５
―
０
９
０
０
へ

□
初
・
中
級
ボ
ウ
リ
ン
グ

日
時
＝
７
月
13
日
〜
８
月
31
日
の

金
曜
８
回
、
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
＝
ボ
ウ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
前
橋（
下

大
島
町
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

費
用
＝
５
，
０
０
０
円
と
貸
し
靴

代申
７
月
９
日
㈪
ま
で
に
同
場
☎
２

６
６
―
０
６
３
１
へ

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
体
力
維
持
を

身
体
障
害
者
の
体
力
づ
く
り
と

相
互
交
流
の
た
め
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
24
日
㈰
午
前
10
時

会
場
＝
前
橋
総
合
運
動
公
園

対
象
＝
身
体
障
害
者
と
そ
の
介
護

者
な
ど

申
６
月
８
日
㈮
ま
で
に
障
害
福
祉

課
☎
２
２
０
―
５
７
１
３
へ

み
ん
な
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
へ

み
ど
り
市
小
平
の
森
や
親
水
公

園
へ
向
か
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
17
日
㈰
午
前
９
時
、

上
毛
電
気
鉄
道
中
央
前
橋
駅
集
合

費
用
＝
乗
車
券
代

用
意
す
る
物
＝
昼
食
、
帽
子
か
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
雨
具
な
ど

申
当
日
集
合
場
所
へ
直
接

問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
狩
野

さ
ん
☎
２
２
４
―
２
７
７
３
へ

講
　
座

学
ぼ
う
バ
ラ
の
上
手
な
育
て
方

バ
ラ
の
育
て
方
と
手
入
れ
方
法

を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

会
場
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園

対
象
＝
一
般
、
20
人（
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
６
月
８
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
、
市
役
所
公
園
緑
地

課
内「
ま
ち
を
緑
に
す
る
会
」（
☎

８
９
８
―
６
８
４
２
）へ

専
門
技
術
を
身
に
付
け
よ
う

前
橋
産
業
技
術
専
門
校
で
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
第
二
種
電

気
工
事
士
技
能
試
験
準
備
講
習
」

を
開
催
。
詳
し
く
は
同
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://www.m

aetech.
ac.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬
の

２
回
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

費
用
＝
１
万
１
，
２
０
０
円

申
６
月
11
日
㈪
ま
で
に
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
校
（
☎

２
３
０
│
２
２
１
１
）
へ
フ
ァ
ク

ス（
２
６
９
│
７
６
５
４
）で

怒
鳴
ら
な
い
子
育
て
を
学
ぶ

少
人
数
で
楽
し
く
子
育
て
を
学

ぶ
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
す
ぐ
に
活

用
で
き
る
し
つ
け
の
方
法
な
ど
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
20
日
㈬
〜
９
月
４
日

㈫
の
６
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30

分対
象
＝
５
歳
〜
小
学
生
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
、
先
着
６
人

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

申
６
月
18
日
㈪
ま
で
に
こ
ど
も
課

☎
２
２
０
―
５
７
０
２
へ

個
性
あ
ふ
れ
る
押
し
花
う
ち
わ

色
と
り
ど
り
の
押
し
花
を
使
っ

た
う
ち
わ
作
り
教
室
を
開
催
。

日
時
＝
７
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

会
場
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園

対
象
＝
市
内
在
住
の
人
、20
人（
抽

選
）

費
用
＝
１
，
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
サ

ミ申
６
月
15
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
、
市
役
所
公
園
緑
地

課
内「
ま
ち
を
緑
に
す
る
会
」（
☎

８
９
８
―
６
８
４
２
）へ

６/７～9（場外）
６/10～12
６/13～20（場外）

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君
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児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
こ
ど
も
公
園
自
然
環
境
教
室「
前

橋
の
メ
ダ
カ
を
育
て
て
み
よ
う
」

日
時
＝
６
月
17
日
㈰
午
後
１
時
〜

３
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

申
６
月
５
日
㈫
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

へ前
橋
の
歴
史
を
語
り
部
と
探
索

「
き
い
て
・
み
て
・
ふ
れ
て
・

あ
る
く
前
橋
歴
史
探
訪
」と
題
し
、

ふ
る
さ
と
の
語
り
部
に
よ
る
前
橋

文
化
財
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
内
容
・
講
師
＝
左
表
の
と

お
り

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

各
20
人（
抽
選
）

申
６
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮
に
文
化

財
保
護
課
☎
２
３
１
│
９
８
７
５

へ世
界
に
一
つ
の
絵
手
紙
作
り

絵
手
紙
講
座
（
絵
手
紙
入
門
）

を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み

で
３
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
託
児

が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
17
日
〜
31
日
の
火
曜

３
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分会
場
＝
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
（
総

合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労

女
性
、
20
人（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
２
０
０
円

申
６
月
15
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
講
座
名・住
所・

氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
・
託
児

希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の
人
数
と

年
齢
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０

０
３
５
岩
神
町
三
丁
目
１
│
１
・

総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
勤
労
女
性
セ

ン
タ
ー（
☎
２
３
０
│
９
０
９
８
）

へ若
者
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

若
者
の
就
職
成
功
に
向
け
た
２

つ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
若
者
の
た
め
の
内
定
獲
得
講
座

日
時
＝
６
月
15
日
㈮
午
後
２
時
〜

４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
就
職
活
動
中
の
学
生
・
既

卒
者
、
先
着
20
人

□
親
が
伸
ば
す
子
ど
も
の
就
活
力

セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
６
月
19
日
㈫
午
後
７
時
〜

９
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
子
ど
も
の
就
職
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
家
族
、
先
着
20
人

申
以
上
の
２
つ
は
ぐ
ん
ま
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
２
３
３

―
２
３
３
０
へ

前
橋
テ
ル
サ☎

２
３
１
―
３
２
１
１

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
講
座

講
座
名
・
期
日
＝
下
表
の
と
お
り

申
６
月
10
日
㈰
か
ら
同
館
へ

中
央
公
民
館☎

２
１
０
―
２
１
９
９

□
環
境
講
座「
イ
ケ
！
イ
ケ
！
池

の
浄
化
大
作
戦
」

期
日
＝
７
月
25
日
㈬
・
８
月
１
日

㈬
・
８
日
㈬
の
３
回

会
場
＝
敷
島
公
園
、
前
橋
プ
ラ
ザ

元
気
21
な
ど

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
（
小

２
以
下
は
保
護
者
同
伴
）、
30
人

（
抽
選
）

内
容
＝
池
の
水
の
測
定
・
観
察
や

浄
化
体
験
、
液
体
窒
素
を
使
っ
た

サ
イ
エ
ン
ス
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

申
７
月
13
日
㈮
ま
で
に
同
館
へ
フ

ァ
ク
ス
（
２
３
７
―
０
７
２
２
）

で伝
統
芸
能
を
気
軽
に
体
験

□
ふ
れ
あ
い
筝
教
室

日
時
＝
①
７
月
１
日
㈰
〜
９
月
23

日
㈰
の
４
回
、
午
後
１
時
30
分
②

同
午
後
２
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館
　

対
象
＝
５
歳
以
上
、
先
着
各
10
人

費
用
＝
爪
を
持
っ
て
い
な
い
人
は

２
，
５
０
０
円

申
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学

校
名
・
年
齢
（
学
年
）・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
市
役
所
文
化
国
際

課
内
文
化
協
会
「
ふ
れ
あ
い
筝
教

室
係
」（
☎
８
９
８
―
５
８
５
６
）

へ

前橋文化財講座
期日 内容 講師

７月

１日㈰ 大地に刻まれた前橋
の歴史

市文化財整備指導員・能登
健さん

８日㈰ 埋もれた文化財を歩く文化財保護課職員

22日㈰ 前橋の成り立ち 火山灰考古学研究所・早田
勉さん

29日㈰ 里山の自然 市文化財調査委員会委員・
片山満秋さん

８月
19日㈰ 前橋の古墳時代のは

じまり
県文化財保護審議会委員・
右島和夫さん

26日㈰ 前橋古墳めぐり 文化財保護課職員

９月
９日㈰ 発掘された前橋城 県埋蔵文化財調査事業団・

藤巻幸男さん

22日㈯ 前橋の城郭を歩く 県埋蔵文化財調査事業団・
飯森康広さん

10月
14日㈰ 前橋の歴史的建造物

について
県文化財保護審議会委員・
村田敬一さん

21日㈰ 前橋の歴史的建造物
をめぐる

ＮＰＯ法人景観建築研究
機構職員

11月
３日㈯ 前橋市の文化財

文化財保護課職員
11日㈰ 前橋市内の指定文化

財を歩く
※開催時間は各午前10時～正午

前橋テルサカルチャーサロン
講座名 期日

体験しよう！バレトン（バレエ＆ピラティス＆フィットネス）
７月３日㈫

体験しよう！キッズダンス・ヒップホップ（小１～小６）

体験しよう！キッズダンス・ヒップホップ（年少～年長） ７月５日㈭

体験しよう！キッズ空手入門（小１～小６） ７月７日㈯
※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合わせるか同
館ホームページ（http://www.maebashi-ppc.or.jp/terrsa/）をご覧
ください。

FM群馬 86.3MHz
毎週金曜
13時40分～（４分間）

いきいき前橋
ラジオインフォメーションまえばし

CITYエフエム
まえばし情報ステーション（各５分間）

月～金 土・日

本放送 7:54 9:44

再放送 17:54 13:54

84.5MHz

イベントや市政についてフレッシュな
情報をお届けします。
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
３
│
２
１
２
１

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
劇
団「
蓮
」公
演

日
時
＝
６
月
22
日
㈮
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
２
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も

内
容
＝
人
情
芝
居
と
舞
踊
シ
ョ
ー

□
健
康
教
室「
頭
の
は
た
ら
き
に

つ
い
て
２
」

日
時
＝
６
月
25
日
㈪
午
後
１
時
〜

２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
６
月
15
日
㈮
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

へ
直
接

□
体
力
測
定

日
時
＝
６
月
29
日
㈮
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

用
意
す
る
物
＝
体
育
館
履
き

申
６
月
20
日
㈬
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

へ
直
接

□
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

６
月
７
日
㈭
か
ら
９
日
㈯
ま
で
、

保
守
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
２
―
３
０
７
７

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
消
防
音
楽
隊
演
奏
会

日
時
＝
６
月
21
日
㈭
午
前
11
時
45

分
〜
午
後
１
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も

□
タ
イ
式
ヨ
ガ
教
室

日
時
＝
７
月
４
日
〜
９
月
19
日
の

水
曜
６
回
、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象
＝
初
心
者
、
25
人（
抽
選
）

用
意
す
る
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ

ス
タ
オ
ル

□
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時
＝
７
月
５
日
〜
９
月
20
日
の

木
曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
初
心
者
、
30
人（
抽
選
）

用
意
す
る
物
＝
上
履
き

申
以
上
の
２
つ
は
６
月
15
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
教

室
名
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

３
７
１
―
０
８
４
７
大
友
町
一
丁

目
12
―
10
・
お
お
と
も
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
１
―
０
８
８
０

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
健
康
教
室「
体
力
測
定
」

日
時
＝
６
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
６
月
７
日
㈭
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

へ
直
接

□
舞
踊
シ
ョ
ー
と
寸
劇

日
時
＝
６
月
10
日
㈰
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
１
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も

□
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

６
月
28
日
㈭
か
ら
30
日
㈯
ま
で
、

設
備
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

ふ
じ
み
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
８
―
６
１
１
３

60
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
＝
６
月
15
日
㈮
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
＝
首
が
す
わ
っ
た
乳
児
と
そ

の
家
族
、
先
着
10
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
６
月
４
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

へ
直
接

□
一
日
教
室「
ハ
ー
ブ
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
づ
く
り
」

日
時
＝
６
月
27
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

申
６
月
11
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

へ
直
接

か
す
か
わ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
５
―
３
８
０
１

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
歌
お
う

日
時
＝
６
月
６
日
㈬
午
後
１
時

対
象
＝
ど
な
た
で
も

□
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

日
時
＝
６
月
14
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
＝
首
が
す
わ
っ
た
乳
児
と
そ

の
家
族
、
先
着
10
組

用
意
す
る
物
＝
抱
っ
こ
ひ
も
か
ス

リ
ン
グ

□
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
＝
６
月
20
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
＝
首
が
す
わ
っ
た
乳
児
と
そ

の
家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
以
上
の
２
つ
は
６
月
４
日
㈪
か

ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

暮らしに役立つ情報を
生活に役立つ知識を学べるくらしのセミナ
ーを開催。
日時＝①６月22日㈮②６月26日㈫③７月３日
㈫、午後１時30分～３時
会場＝前橋テルサ
対象＝市内在住・在勤の人、先着各60人
講師・内容＝①は繊維製品品質管理士・高橋
克宏さん「新しい繊維と着ごこちについて」 
②はダノンジャパン研究開発部・西田聡さん「腸
内環境を考える～できるだけ多くの人々に健
康を」③は県庁薬務課職員「健康食品につい 
て～サプリメントと医薬品の違い」
申６月８日㈮から消費生活センター☎230-17 
55へ

□
50
万
円
＝
前
橋
北
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
か
ら
芸
術
文
化
振
興

の
た
め
に
。

□
５
万
円
＝
ニ
ュ
ー
フ
ァ
イ
ブ

ス
タ
ー
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め

寄
付

に
。

□
親
王
飾
り
（
明
治
初
期
）
１

対
、
専
用
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
＝
若

宮
町
四
丁
目
・
江
原
重
雄
さ
ん

か
ら
。

□
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
40
枚

＝
ア
フ
ト
企
画
・
松
井
た
か
し

さ
ん
か
ら
障
害
者
福
祉
の
た
め

に
。
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高
齢
者

い
つ
も
の
調
理
に
ひ
と
工
夫

家
庭
で
の
簡
単
な
介
護
食
を
学

ぶ
楽
楽
食
講
座
を
開
催
。
食
事
作

り
は
認
知
症
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

日
時
＝
７
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮
の

２
回
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１

時
30
分

会
場
＝
総
社
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
60
歳
以
上
の
人
、
先
着
25

人申
７
月
６
日
㈮
ま
で
に
介
護
高
齢

課
☎
８
９
８
―
６
１
３
３
へ

ザ
ス
パ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
指
導

ザ
ス
パ
草
津
が
健
康
づ
く
り
教

室
を
開
催
。
栄
養
講
座
や
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
４
日
〜
９
月
５
日
の

水
曜
10
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30

分会
場
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
60
歳
以
上
、
先
着
30
人

申
６
月
27
日
㈬
ま
で
に
草
津
温
泉

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
☎
２
６
９

―
３
７
３
２
へ

再
就
職
の
た
め
の
技
能
取
得

就
職
を
希
望
す
る
シ
ニ
ア
の
た

め
の
玉
掛
け
技
能
・
ク
レ
ー
ン
運

転
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
６
月
18
日
㈪
〜
21
日
㈭
の

４
回

会
場
＝
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会
・
群

馬
支
部（
横
沢
町
）

対
象
＝
市
内
在
住
の
55
歳
以
上
で

就
職
を
希
望
す
る
人
、
20
人
（
選

考
）

申
６
月
４
日
㈪
ま
で
に
長
寿
社
会

づ
く
り
財
団
☎
２
５
５
―
６
４
０

０
へ

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習

就
職
を
希
望
す
る
人
の
た
め
の

講
習
を
実
施
。
清
掃
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
＝
６
月
25
日
㈪
〜
７
月
５
日

㈭
の
９
回

会
場
＝
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

館（
問
屋
町
）

対
象
＝
市
内
在
住
の
55
歳
以
上
で

就
職
を
希
望
す
る
人
、
20
人
（
選

考
）

申
６
月
８
日
㈮
ま
で
に
長
寿
社
会

づ
く
り
財
団
☎
２
５
５
―
６
４
０

０
へ

介
護
費
用
の
一
部
を
軽
減

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
介

護
保
険
施
設
や
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
と
き
の
、
食
費
や

居
住
費
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
市
役
所
介
護
保
険
室
で

負
担
限
度
額
認
定
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

昨
年
度
認
定
を
受
け
た
人
の
有

効
期
限
は
６
月
30
日
㈯
ま
で
。
６

月
上
旬
に
更
新
の
お
知
ら
せ
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
７
月
以
降
も
利

用
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
室
☎
８
９
８
―
６
１
５
７
へ

税
６
月
７
日
に
納
税
通
知
書
発
送

市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知
書

（
普
通
徴
収
）
を
６
月
７
日
㈭
に

発
送
し
ま
す
。
生
活
保
護
者
や
災

害
被
害
を
受
け
た
人
な
ど
、
特
別

の
事
由
で
納
税
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て

市
県
民
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
期
限
日
の
７
日
前

ま
で
に
市
民
税
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
市
民
税
課
☎
８
９
８
│
６
２
０

３
へ

期
限
を
守
っ
て
忘
れ
ず
納
税
を

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
金
融
機

関
か
市
役
所
収
納
課
、
各
支
所
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ペ
イ
ジ
ー
に
よ
る
電
子
納
付
も
利

用
で
き
ま
す
。

□
便
利
な
口
座
振
替

納
税
に
は
安
全
・
確
実
な
口
座

振
替
が
便
利
。
預
貯
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
物
＝
通
帳
、届
け
出
印
、

納
税
通
知
書

□
納
税
通
知
書
を
紛
失
し
た
と
き

市
県
民
税
や
軽
自
動
車
税
は
市

民
税
課
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
は
資
産
税
課
、
国
民
健
康
保

険
税
は
国
民
健
康
保
険
課
で
再
発

行
し
ま
す
。

□
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
納
め
な

い
と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

計
画
的
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

□
第
３
日
曜
に
納
税
相
談
窓
口

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た

め
、
日
曜
に
納
税
相
談
を
実
施
。

日
時
＝
６
月
17
日
㈰
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
収
納
課
☎
８
９
８
―
６
２
２
６

へ

高崎高崎高崎だより

福田繁雄大回顧展を開催します。日本を代
表するグラフィックデザイナー・福田繁雄さ
んの作品200点以上を展示。製作過程が分か
るアイデアスケッチなど貴重な資料も公開し
ます。福田さんの全容に迫る、過去最大規模
の回顧展です。
日時＝６月24日㈰まで、午前10時～午後６
時（月曜を除く。金曜は午後８時まで）
会場＝高崎市美術館（高崎市八島町）
入場料＝一般600円、高校・大学生300円
問同館☎027-324-6125へ

福田繁雄大回顧展 
ユーモアのすすめ

© Photo DNP Foundation for Cultural Promotion

体を伸ばして健康づくり

Ⓒ KUSATSUONSEN FC
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ミ
ニ
情
報

□
教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

日
時
＝
６
月
15
日
㈮
午
後
３
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
午
後
２
時
30
分
〜
50
分
に

会
場
へ
直
接
　

問
教
育
委
員
会
総
務
課
☎
８
９
８

―
５
８
０
３
へ

□
社
会
福
祉
審
議
会
の
傍
聴

日
時
＝
６
月
８
日
㈮
午
後
２
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
57

学
習
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
午
後
１
時
30
分
〜
50
分
に

会
場
へ
直
接

問
社
会
福
祉
課
☎
８
９
８
―
６
１

４
２
へ

□
女
性
の
権
利
１
１
０
番

日
時
＝
６
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

内
容
＝
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離

婚
な
ど
、
女
性
の
権
利
に
関
す
る

悩
み
の
電
話
相
談

電
話
番
号
＝
２
３
３
―
５
５
１
２

問
群
馬
弁
護
士
会
☎
２
３
３
―
４

８
０
４
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
６
月
10
日
㈰
②
６
月
17

日
㈰
③
６
月
19
日
㈫
、
午
前
10
時

〜
正
午

会
場
＝
①
は
南
橘
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
②
は
総
合
福
祉
会
館
③

は
城
南
支
所

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２

３
２
―
３
８
４
８
へ

□
市
民
の
茶
席

日
時
＝
６
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
３

階
ホ
ワ
イ
エ

問
前
橋
茶
道
会
・
南
雲
宗
美
さ
ん

☎
２
３
１
―
７
４
５
６
へ

六
中　

２
年　

立
見　

知
也
さ
ん

「
あ
り
が
と
う
」　
心
に
響
く

　
素
敵
な
言
葉

人
権
標
語

６月の各種無料相談
相　談　名 日　時 会　場 問い合わせ

法律相談 火曜
午後１時～４時（予約は前週の木曜、午後２
時から電話で）

市役所市民相談室

市民相談室
☎898-6100

行政相談

６月 12 日㈫午後１時～３時
かすかわ老人福祉セン
ター

６月 14 日㈭午後１時～３時 大胡支所

６月 15 日㈮午後１時～３時
桂萱市民サービスセン
ター

６月 18 日㈪午後１時～３時 宮城支所

６月 20 日㈬午後１時～４時 市役所市民相談室

７月 ４ 日㈬午後１時～３時 ふじみ老人福祉センター

７月 ６ 日㈮午後１時～３時 東市民サービスセンター

登記相談 ６月 ８ 日㈮午後１時～４時

市役所市民相談室公証相談 ６月 11 日㈪午後１時～４時

行政書士相談 ７月 ２ 日㈪午後１時～４時

精神科医による
こころの相談

６月13日㈬・27日㈬、午後１時30分～３時(各予
約制）

市保健所
健康増進課
☎220-5785

労働相談
６月13日㈬・27日㈬、午後１時30分～４時（予約
優先）

前橋プラザ元気21・
52会議室

産業政策課
☎210-2276

電話労働相談

６月20日㈬午後１時30分～４時、相談員は社会保険労務士・蜂巣史良さん☎
252-1335

７月４日㈬午後１時30分～４時、相談員は同・田子敏男さん☎252-3194

就労相談 火曜～土曜、午前10時～午後５時 前橋テルサ
前橋テルサ
☎231-3211

心配ごと相談 月曜～金曜、午後１時～４時 総合福祉会館
市社会福祉協議会
☎237-5006

外国人相談
月曜、午後１時～５時・木曜、午前９時～午後１時。
英語・中国語・ポルトガル語・スペイン語の4カ国
語で面接相談

市役所外国人相談窓口
市国際交流協会
☎243-7788

※市民相談（☎898-6100）、ＤＶ・セクハラ相談（☎898-6520）、家庭児童相談（☎223-4148）、母子家庭相談（☎
220-5701)、女性相談（☎220-5700）は執務時間内。教育・青少年相談（☎230-9090）は月曜～金曜の午前９時～
午後７時、土曜は午前９時～午後５時。幼児の発達・子育て・就学相談（☎210-1234）は月曜～金曜の午前９時～
午後５時。

児童館では
楽しい催しがいっぱい
詳しくは下記へ問い合わせを

児童館案内

 日 吉 ☎233-5122
 朝 倉 ☎265-1955
 大 友 ☎251-1337
 下小出 ☎233-2622

 粕 川 ☎285-4000
 ふじみ ☎288-2898
 ふじみ分館アリス ☎288-6736

毎月の行事は、本市ホームページに掲載しています
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健
　
康

腎
臓
を
大
切
に
し
よ
う

□
腎
臓
を
ま
も
る
講
座
〜
あ
な
た

の
手
で
慢
性
腎
臓
病
予
防

日
時
＝
６
月
20
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
腎
臓
病
の
治
療
を
受
け
て

い
な
い
人
、
先
着
20
人

内
容
＝
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の

話
、
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
な
ど

申
６
月
13
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進

課
☎
２
２
０
―
５
７
８
４
へ

毎
日
の
食
事
を
見
直
す

□
は
っ
ぴ
ぃ
健
康
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
＝
①
７
月
３
日
㈫
②
７
月
５

日
㈭
③
７
月
９
日
㈪
、
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
①
は
東
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
②
は
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

③
は
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
30
人

内
容
＝
管
理
栄
養
士
の
話
、
食
生

活
改
善
推
進
員
に
よ
る
調
理
実
習

費
用
＝
材
料
費

そ
の
他
＝
託
児
希
望
者
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

健
康
増
進
課
☎
２
２
０
―
５
７
８

３
へ

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
一
役

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

会
議
に
参
加
す
る
委
員
を
募
集
。

任
期
＝
８
月
１
日
㈬
か
ら
２
年
間

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人
、

３
人
（
選
考
）。
①
20
歳
以
上
で

本
市
に
住
所
が
あ
る
②
他
に
本
市

の
付
属
機
関
の
委
員
に
な
っ
て
い

な
い
③
年
２
回
程
度
、
平
日
昼
間

の
会
議
に
出
席
で
き
る

申
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か
直

接
。
健
康
に
つ
い
て
の
考
え
を
４

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所･

氏
名･

生
年
月
日
・
性
別･

電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０

０
１
４
朝
日
町
三
丁
目
36
│
17
・

前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
増
進

課（
☎
２
２
０
│
５
７
８
４
）へ

が
ん
へ
の
理
解
深
め
て
予
防
を

「
癌が

ん

診
療
の
最
前
線
」
を
テ
ー

マ
に
市
民
公
開
講
座
を
開
催
。

日
時
＝
７
月
７
日
㈯
午
後
３
時
〜

５
時

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

対
象
＝
一
般
、
先
着
４
５
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
群
馬
大
第
一
外
科
☎
２
２
０
―

８
２
２
４
へ

生
活
習
慣
の
改
善
を
応
援

□
健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー

日
時
＝
６
月
28
日
㈭
午
前
10
時
〜

正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

内
容
＝
身
体
計
測
、
運
動
体
験
、

健
康
相
談
な
ど

申
６
月
21
日
㈭
ま
で
に
健
康
増
進

課
☎
２
２
０
―
５
７
８
４
へ

禁
煙
挑
戦
の
き
っ
か
け
に

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
催
。

６
月
６
日
㈬
ま
で
は
禁
煙
週
間
で

す
。呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定・

尿
中
ニ
コ
チ
ン
代
謝
物
濃
度
測
定

を
行
っ
た
後
、
保
健
師
と
の
面
接

を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
10
日
㈫
〜
12
日
㈭
の

執
務
時
間
内

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

申
７
月
３
日
㈫
ま
で
に
健
康
増
進

課
☎
２
２
０
―
５
７
８
３
へ

健
康
で
丈
夫
な
骨
を
作
る

□
骨
粗
し
ょ
う
症
教
室

日
時
＝
７
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
の

２
回
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
　

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人
　

内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
の
話
、

運
動
実
習

申
６
月
28
日
㈭
ま
で
に
健
康
増
進

課
☎
２
２
０
―
５
７
８
４
へ

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
２
３
４
―
４
９
７
０

原
稿
検
索
と
健
康
相
談
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
はhttp://www.raijin.

com
/kenko/

で
す
。

月
曜
＝
保
険
で
で
き
る
歯
の
治
療

範
囲

火
曜
＝
継
続
的
な
歯
科
受
診
の
重

要
性

水
曜
＝
歯
が
し
み
る

木
曜
＝
歯
周
病
が
糖
尿
病
を
悪
化

さ
せ
る

金
曜
＝
歯
周
病
の
予
防

土
日
曜
＝
口
臭
の
悩
み

直
接
相
談
タ
イ
ム
＝
医
師
が
直
接

相
談
。
６
月
６
日
㈬
（
皮
膚
科
・

内
科
）・
14
日
㈭
（
歯
科
）、
午 

後
７
時
30
分
〜
９
時

歯の検診は定期的に
６月４日㈪から10日㈰までは歯の衛生週間です。
ことしのスローガンは「大切だ　むし歯予防は　万
病予防」。歯は私たちの健康と深く関わっています。
永久歯を１本でも失うと食べる、話す、笑うなどの
日常生活に支障が出ます。歯を失う主な原因はむし
歯と歯周病。これらは口の中を清潔に保つことで予
防できます。磨き残しがないよう丁寧に磨きましょう。
また、定期的にかかりつけの歯科医療機関で検診を
受けましょう。
□対象者に歯周疾患検診
30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の人を対
象に歯周疾患検診を行います。対象者には５月末に
受診シールを送付。歯科医療機関で検診を受けまし
ょう。４月以降に転入した対象者には、受診シール
を交付しますので健康増進課へ問い合わせてくださ
い。
問同課☎220-5784へ

早めの骨粗しょう症予防を
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「かむ」ということ
人の歯は通常28本。それぞれが固有の

形をしていて役割も決まっています。「かむ」

ということは、食べ物の消化吸収を助けた 

り、唾液の分泌を促したりします。唾液に

は抗菌物質が含まれていて、かむことで口

の中の衛生状態は良好になります。また、

顎骨の成長を促すため、子供のころからよ

くかむということは大事です。

軟食傾向にある現代人は、昔に比べてか

む回数が減少しています。１回の食事時間

とかむ回数は、戦前の22分・1,420回か

ら、最近は11分・620回になったといわれ、

意識してかまなければ、かむ回数は少なく

なってしまいます。その他にも、「虫歯がある」

「歯がぐらつく」「歯が抜けたまま」などの理

由で、かむ回数が減ることもあります。

食べ物を最初にかみつぶす場所は人それ

ぞれ決まっていて、その部分は虫歯になり

やすかったり、詰め物が取れやすかったり、

知覚過敏になりやすかったりします。一点

集中でかむ癖のある人はバランスよくかむ

ように訓練するといいでしょう。極端な片

側かみや、かみしめ癖のある人は、顔が歪

んだり顎痛、歯痛、肩こり、腰痛など、さ

まざまな症状が出るので注意が必要です。

 前橋市歯科医師会　井上　貴司

休

日

当

番

医

内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

６

月

３
日
㈰

みやけ小児科

（児）
樋越町
☎283-2225

春 山 医 院

（内）
日吉町二丁目
☎233-1551

家崎医院内科・ 
胃 腸 内 科

（内）
南町二丁目
☎221-7888

岡 野 内 科 
胃腸科医院

（内）
荒牧町
☎237-1200

太 田 医 院

（外）
紅雲町二丁目
☎221-3368

西田整形外科

（整）
樋越町
☎280-2233

こすもレディース 
ク リ ニ ッ ク

（産婦）
高崎市旭町
☎ 027-330-2215

耳鼻咽喉科 
やまぐち医院

（耳鼻）
高崎市柴崎町
☎ 027-353-5473

たかはし眼科 
ク リ ニ ッ ク

（眼）
高崎市西島町
☎ 027-350-7077

10
日
㈰

高 橋 医 院

（児外）
東善町
☎266-0203

小林内科胃腸科 
ク リ ニ ッ ク

（内）
朝倉町
☎290-3200

総 社 町 内 科 
深 沢 医 院

（内）
総社町三丁目
☎252-1333

前 橋 東 
クリニック

（内児）
下大屋町
☎268-2260

積心会富沢病院

（整）
朝日町四丁目
☎224-3955

金 古 医 院

（外内）
日吉町三丁目
☎233-1131

道下産婦人科医院

（産婦）
平和町一丁目
☎231-7821

赤 沢 耳 鼻 
咽喉科医院

（耳鼻）
城東町五丁目
☎232-7691

青木眼科医院

（眼）
住吉町二丁目
☎231-3707

17
日
㈰

大川こども 
クリニック

（児）
上泉町
☎231-5288

梅枝内科医院

（内）
富士見町原之郷
☎288-7250

松本内科医院

（内）
日吉町三丁目
☎231-4728

森 田 医 院

（内児）
山王町一丁目
☎266-4089

あらいクリニック

（外内）
元総社町
☎253-0100

たけむら整形外科 
ク リ ニ ッ ク

（整）
箱田町
☎212-3266

豊泉クリニック

（産婦）
高崎市上中居町
☎ 027-326-2933

耳 鼻 咽 喉 科 
貴船クリニック

（耳鼻）
高崎市井野町
☎ 027-363-7110

あかばね眼科

（眼）
高崎市上並榎町
☎ 027-388-9111

診療時間は午前９時～午後６時。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所 朝日町四丁目９-５　☎243-5111
午後８時～午前０時　内科と小児科

★救急病院等案内 ☎221-0099

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後１時～３時

休
日
当
番

６月３日㈰＝広瀬接骨院（広瀬町二丁目）☎263-8881、片山鍼灸整骨院（前箱田町）☎225-5333
６月10日㈰＝新田接骨院（下新田町）☎252-0515、藤井接骨院（駒形町）☎266-7088
６月17日㈰＝大島接骨院（城東町一丁目）☎231-2476、吉田接骨院（鼻毛石町）☎283-7766

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前９時～午後６時



28不要の広報紙は有価物集団回収（雑誌）に出すか紙リサイクル庫へ。
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富岡　煌
こうすけ

介ちゃん
１歳11カ月・江木町

髙橋　結
ゆいか

衣花ちゃん
２歳・六供町

神澤　優
ゆうせい

成ちゃん
１歳11カ月・下大島町

中山　空
そらは

芭ちゃん
２歳１カ月・堤町

本間　悠
ゆうま

真ちゃん
２歳・東金丸町

新田　千
ちはる

晴ちゃん
２歳・下大島町

５月20日、才川緑地を会場に若宮町三丁目町内
運動会が開かれました。30回目となる今回は五月
晴れの空の下、子どもからお年寄りまで300人が
参加。玉入れや綱引き、二人三脚など盛りだくさ
んの競技に観客からは大きな声援も。みんなで楽
しく体を動かして爽やかな汗を流しながら、町民
の世代間交流を深めることができました。

宮城地区では５月13日、荒砥川自然満喫会を開 
催。100人が参加し、若葉が映える荒砥川沿いを 
散策しました。約５㌔のコースを歩いた後は、付 
近で採れた山野草を天ぷらにしたものを試食。 
「この草も食べられるとは思わなかった」「すご 
くおいしい」と驚きの声を上げながら、自然の恵 
みを満喫していました。

楽楽食講座（14㌻）を
取材。男性限定でしたが、
豪快というよりは、丁寧
できちょうめんな人も多
く見られました。定年退
職後、奥さまの勧めで料
理を始めた人もいて、そ
の腕前は新米主婦の私以
上。参加者からおいしい
みそ汁の作り方を教わっ
たので早速試してみたと
ころ、いつもよりおいし
くできました。（町）

新商品の開発や製造などの担当で、
今は店舗で接客などの現場経験を積
んでいます。優しい先輩たちに教わ
りながら勉強の毎日ですが、いずれ
は群馬の魅力を再発見できる商品を
開発し、地域社会に貢献していきた
いと思います。お客様に喜んでいた
だくことが一番のやりがいです。

群馬の魅力を商品で

清月堂

写真左から　綿貫　雄太さん　（22）
染谷　直希さん　（20）
武藤　　司さん　（24）

ままちちかかどど通通信信
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空
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